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成
三
十
年
十
二
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発
行
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
に
お
け
る
債
権
譲
渡
契
約
の
債
務
者
に
対
す
る
効
力
古
屋
壮
一
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
に
お
け
る
債
権
譲
渡
契
約
の
債
務
者
に
対
す
る
効
力
古
屋
壮
一
一
本
稿
の
目
的
二
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
の
立
法
過
程
1
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
一
三
九
二
条
の
立
法
過
程
2
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
一
三
九
五
条
の
立
法
過
程
3
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
一
三
九
六
条
の
立
法
過
程
三
日
本
民
法
典
四
六
七
条
一
項
の
解
釈
論
へ
の
示
唆
一
本
稿
の
目
的
現
行
日
本
民
法
典
四
六
七
条
（
以
下
「
民
法
四
六
七
条
」
と
い
う
。）
の
前
身
で
あ
り
、
同
条
と
同
一
内
容
で
あ
る
甲
号
議
案
四
七
〇
条
は
、
一
八
九
五
（
明
治
二
八
）
年
三
月
二
二
日
開
催
の
第
七
二
回
法
典
調
査
会
に
提
出
さ
れ
た
（
1
）。
甲
号
議
案
四
七
〇
条
は
、
旧
民
法
典
財
産
編
三
四
七
条
一
項
、
同
条
三
項
お
よ
び
同
条
四
項
の
修
正
原
案
で
あ
り
（
2
）（
3
）、
梅
謙
次
郎
起
草
委
員
の
単
独
起
草
二
九
の
後
（
4
）、
穂
積
陳
重
お
よ
び
富
井
政
章
の
両
起
草
委
員
と
の
合
議
に
よ
っ
て
定
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
（
5
）。
そ
し
て
梅
起
草
委
員
は
、
第
七
二
回
法
典
調
査
会
に
お
け
る
甲
号
議
案
四
七
〇
条
の
審
議
の
冒
頭
、「
本
条
ノ
規
定
ハ
財
産
編
第
三
百
四
十
七
条
ノ
第
一
項
ト
精
神
ハ
同
シ
テ
ア
リ
マ
ス
即
チ
主
義
カ
同
シ
テ
ア
ル
ノ
テ
ス
」
と
述
べ
て
い
る
（
6
）。「
記
名
証
券
ノ
譲
受
人
ハ
債
務
者
ニ
其
譲
受
ヲ
合
式
ニ
告
知
シ
又
ハ
債
務
者
カ
公
正
証
書
若
ク
ハ
私
署
証
書
ヲ
以
テ
之
ヲ
受
諾
シ
タ
ル
後
ニ
非
サ
レ
ハ
自
己
ノ
権
利
ヲ
以
テ
譲
渡
人
ノ
承
継
人
及
ヒ
債
務
者
ニ
対
抗
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
」
と
い
う
旧
民
法
財
産
編
三
四
七
条
一
項
は
、
譲
渡
人
と
譲
受
人
と
の
間
の
債
権
譲
渡
契
約
締
結
に
よ
り
、
両
者
間
で
は
譲
渡
債
権
は
譲
渡
人
か
ら
譲
受
人
へ
と
移
転
す
る
も
の
の
、
債
務
者
へ
の
譲
渡
通
知
ま
た
は
債
務
者
に
よ
る
譲
渡
の
承
諾
が
な
け
れ
ば
、
債
務
者
お
よ
び
債
務
者
以
外
の
第
三
者
に
対
す
る
関
係
で
は
、
譲
渡
債
権
は
譲
渡
人
か
ら
譲
受
人
へ
と
移
転
し
な
い
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
一
六
九
〇
条
の
対
抗
要
件
主
義
を
採
用
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
（
7
）（
8
）。
対
抗
要
件
主
義
は
、
譲
渡
に
つ
き
善
意
の
債
務
者
が
譲
渡
人
に
無
効
な
弁
済
を
し
て
、
譲
受
人
に
対
し
て
さ
ら
な
る
弁
済
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
を
防
止
し
、
債
務
者
に
譲
渡
債
権
の
帰
属
に
関
す
る
公
示
機
能
を
担
わ
せ
て
債
権
取
引
の
安
全
を
図
る
も
の
で
あ
る
（
9
）。
旧
民
法
財
産
編
三
四
七
条
一
項
が
対
抗
要
件
主
義
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
と
、
上
述
の
梅
起
草
委
員
の
冒
頭
発
言
と
を
総
合
的
に
み
る
と
、
甲
号
議
案
四
七
〇
条
お
よ
び
そ
れ
と
同
一
内
容
で
あ
る
民
法
四
六
七
条
も
、
対
抗
要
件
主
義
の
規
定
で
あ
る
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
（
10
）。
他
方
で
梅
起
草
委
員
ら
三
起
草
委
員
は
、
甲
号
議
案
四
七
〇
条
の
起
草
に
あ
た
り
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
、
ス
イ
ス
債
務
法
、
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
、
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
お
よ
び
ザ
ク
セ
ン
民
法
と
い
っ
た
ド
イ
ツ
法
系
に
属
す
る
外
国
法
典
も
参
照
し
て
い
る
（
11
）。
そ
し
て
梅
起
草
委
員
自
身
、
明
治
三
一
年
民
法
典
の
起
草
に
お
い
て
フ
ラ
ン
ス
民
法
と
同
程
度
に
ド
イ
ツ
法
を
参
考
に
し
た
と
述
べ
て
い
る
（
12
）。
さ
ら
に
梅
起
草
委
員
は
、「
特
筆
大
書
ス
ヘ
キ
ハ
新
民
法
ノ
従
来
ノ
我
諸
法
典
及
ヒ
外
国
多
数
ノ
法
典
ノ
如
ク
一
国
ノ
法
典
ヲ
模
範
ト
シ
テ
起
草
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
非
サ
ル
コ
ト
是
ナ
リ
或
ハ
独
逸
民
法
草
案
ニ
依
レ
ル
部
分
ア
リ
或
ハ
瑞
西
債
務
法
ニ
倣
ヘ
ル
部
分
ア
リ
或
ハ
伊
国
民
法
ヲ
模
範
ト
セ
シ
部
分
ア
リ
或
ハ
西
国
民
法
ニ
則
リ
タ
ル
部
分
ア
リ
」と
し
、
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「
各
条
ニ
就
テ
細
ニ
之
ヲ
論
評
セ
ハ
旧
民
法
ト
我
邦
ノ
慣
習
ト
ノ
外
欧
米
諸
国
ノ
法
律
及
ヒ
学
説
中
其
可
ナ
ル
モ
ノ
ハ
之
ヲ
取
リ
其
不
可
ナ
ル
モ
ノ
ハ
之
ヲ
舎
テ
以
テ
尤
モ
虚
心
ニ
尤
モ
公
平
ニ
各
国
ノ
長
ヲ
取
ラ
ン
ト
欲
シ
タ
ル
迹
顕
然
掩
フ
ヘ
カ
ラ
サ
ル
モ
ノ
ア
ル
ナ
リ
」
と
す
る
（
13
）。
し
た
が
っ
て
、
甲
号
議
案
四
七
〇
条
の
起
草
時
に
三
起
草
委
員
が
参
照
し
た
ド
イ
ツ
法
系
に
属
す
る
外
国
法
典
に
つ
い
て
も
、
そ
の
内
容
お
よ
び
趣
旨
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
民
法
四
六
七
条
に
対
す
る
よ
り
正
確
な
理
解
へ
と
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
理
解
は
、
民
法
四
六
七
条
の
解
釈
論
に
示
唆
を
与
え
う
る
と
思
わ
れ
る
。
筆
者
は
、
三
起
草
委
員
が
参
照
し
た
ド
イ
ツ
法
系
の
外
国
法
典
の
う
ち
、
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
、
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
お
よ
び
ザ
ク
セ
ン
民
法
の
債
権
譲
渡
制
度
に
つ
い
て
紹
介
し
、
民
法
四
六
七
条
の
解
釈
論
へ
の
示
唆
を
探
っ
て
き
た
（
14
）。
本
稿
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
の
債
権
譲
渡
法
の
う
ち
、
債
権
譲
渡
契
約
の
効
力
に
関
す
る
規
定
に
つ
い
て
、
同
法
の
立
法
過
程
か
ら
趣
旨
を
明
ら
か
に
し
、
規
定
の
内
容
を
正
確
に
理
解
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
そ
し
て
、
よ
り
妥
当
な
民
法
四
六
七
条
の
解
釈
論
に
対
す
る
示
唆
を
得
た
い
と
考
え
る
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
は
、
一
八
一
一
年
に
公
布
さ
れ
、
一
八
一
二
年
に
施
行
さ
れ
た
民
法
典
で
あ
り
（
15
）、
甲
号
議
案
四
七
〇
条
の
起
草
が
一
八
九
五
（
明
治
二
八
）
年
三
月
で
あ
る
こ
と
か
ら
（
16
）、
三
起
草
委
員
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
の
立
法
資
料
を
入
手
し
（
三
起
草
委
員
が
入
手
し
た
こ
の
立
法
資
料
を
特
定
す
る
こ
と
も
、
入
手
し
た
で
あ
ろ
う
立
法
資
料
を
す
べ
て
収
集
す
る
こ
と
も
困
難
で
あ
る
）、
特
に
参
照
し
た
一
三
九
五
条
お
よ
び
一
三
九
六
条
を
中
心
に
（
17
）、
立
法
趣
旨
を
把
握
し
て
、
両
条
も
参
考
に
し
つ
つ
甲
号
議
案
四
七
〇
条
を
起
草
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
し
か
に
梅
起
草
委
員
は
、
全
一
五
〇
二
条
か
ら
な
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
に
つ
き
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
よ
り
も
や
や
簡
潔
で
あ
り
、
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
の
よ
う
に
く
ど
く
も
な
い
と
し
、「
独
国
法
系
法
典
中
ノ
老
将
」
と
評
価
す
る
一
方
、
規
定
が
し
ば
し
ば
不
完
全
で
あ
り
、
不
必
要
な
規
定
も
多
く
、
明
治
三
一
年
民
法
典
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
を
モ
デ
ル
と
し
た
部
分
は
少
な
い
と
述
べ
て
い
る
（
18
）。
し
か
し
な
が
ら
、
甲
号
議
案
の
起
草
に
あ
た
っ
て
参
照
し
た
外
国
法
典
の
特
長
を
公
平
に
取
り
入
れ
た
と
い
う
梅
起
草
委
員
の
言
も
あ
り
、
債
権
譲
渡
契
534
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
に
お
け
る
債
権
譲
渡
契
約
の
債
務
者
に
対
す
る
効
力
三
一
約
の
効
力
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
民
法
典
一
三
九
五
条
お
よ
び
一
三
九
六
条
が
甲
号
議
案
四
七
〇
条
の
起
草
に
影
響
を
与
え
た
可
能
性
も
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
や
は
り
民
法
四
六
七
条
の
趣
旨
を
正
確
に
理
解
し
、
同
条
の
よ
り
よ
い
解
釈
論
を
構
築
す
る
た
め
に
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
一
三
九
五
条
お
よ
び
一
三
九
六
条
を
中
心
と
し
た
債
権
譲
渡
法
の
規
定
を
立
法
過
程
か
ら
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
な
お
本
稿
は
、
紙
幅
の
関
係
か
ら
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
の
両
規
定
の
立
法
趣
旨
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
民
法
四
六
七
条
に
対
す
る
示
唆
の
う
ち
、
債
権
譲
渡
契
約
の
債
務
者
に
対
す
る
効
力
に
関
す
る
同
条
一
項
の
解
釈
論
に
対
す
る
示
唆
の
み
を
論
ず
る
こ
と
に
し
た
い
（
債
権
譲
渡
契
約
の
債
務
者
以
外
の
第
三
者
に
対
す
る
効
力
に
関
す
る
同
条
二
項
の
解
釈
論
に
対
す
る
示
唆
は
、
別
稿
に
て
論
ず
る
）
（
18
の
2
）。
二
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
の
立
法
過
程
1
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
一
三
九
二
条
の
立
法
過
程
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
第
三
編
「
人
権
及
び
物
権
に
共
通
す
る
規
定
に
つ
い
て
」
第
二
章
「
権
利
及
び
義
務
の
変
更
に
つ
い
て
」
第
三
節
「
債
権
譲
渡
」
に
置
か
れ
て
い
る
規
定
で
あ
る
一
三
九
二
条
は
、
法
典
調
査
会
民
法
起
草
委
員
が
参
照
し
た
と
さ
れ
る
同
民
法
典
の
規
定
で
は
な
い
も
の
の
（
19
）、
参
照
さ
れ
た
同
民
法
典
一
三
九
五
条
お
よ
び
一
三
九
六
条
と
同
様
、
債
権
譲
渡
契
約
の
効
力
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
同
民
法
典
一
三
九
五
条
お
よ
び
一
三
九
六
条
の
理
解
の
た
め
に
も
、
同
民
法
典
一
三
九
二
条
の
立
法
過
程
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
同
民
法
典
一
三
九
二
条
は
、
次
の
よ
う
な
規
定
で
あ
る
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
一
三
九
二
条
「
債
権
が
あ
る
者
か
ら
他
の
者
へ
と
移
転
さ
れ
、
こ
の
他
の
者
に
よ
っ
て
そ
の
移
転
が
承
認
さ
れ
た
と
き
は
、
た
だ
ち
に
新
債
権
者
の
権
利
に
つ
い
て
の
変
更
が
生
ず
る
。
こ
の
よ
う
な
行
為
は
、
債
権
譲
渡
（C
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問
わ
ず
、
行
わ
れ
う
る
。」
（
20
）
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
一
三
九
二
条
は
、
譲
渡
人
と
譲
受
人
に
よ
る
無
方
式
の
債
権
譲
渡
契
約
締
結
の
み
に
よ
っ
て
、
譲
渡
人
に
帰
属
し
て
い
た
譲
渡
債
権
は
消
滅
し
、
新
債
権
者
に
発
生
す
る
（
移
転
す
る
）
と
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
の
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
も
同
条
の
箇
所
に
お
い
て
、
債
権
譲
渡
は
譲
渡
人
と
譲
受
人
と
の
間
に
お
け
る
移
転
に
向
け
ら
れ
た
意
思
表
示
の
合
致
に
よ
っ
て
成
立
す
る
諾
成
契
約
で
あ
り
、
債
権
譲
渡
契
約
に
よ
り
、「
債
権
に
関
す
る
債
権
者
の
地
位
が
譲
渡
人
か
ら
譲
受
人
へ
と
移
転
す
る
」
と
説
明
し
て
い
る
（
21
）。
ま
た
、
債
権
譲
渡
契
約
の
方
式
は
自
由
で
あ
る
と
い
う
（
22
）。
と
は
い
え
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
一
三
九
二
条
の
文
言
か
ら
は
、
譲
渡
人
と
譲
受
人
に
よ
っ
て
締
結
さ
れ
た
債
権
譲
渡
契
約
の
効
力
た
る
譲
渡
人
か
ら
譲
受
人
へ
の
譲
渡
債
権
の
移
転
が
（
同
契
約
締
結
に
よ
っ
て
）
同
契
約
当
事
者
だ
け
に
生
ず
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
債
務
者
お
よ
び
債
務
者
以
外
の
第
三
者
と
の
関
係
に
お
い
て
も
生
ず
る
の
か
は
、
明
ら
か
と
は
な
ら
な
い
。
一
八
一
一
年
公
布
、
一
八
一
二
年
施
行
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
は
、
原
草
案
を
た
た
き
台
と
し
て
一
八
〇
一
年
か
ら
逐
条
審
議
が
開
始
さ
れ
、
原
草
案
は
、
第
一
読
会
か
ら
第
三
読
会
ま
で
を
経
て
、
第
一
草
案
、
第
二
草
案
（
校
閲
草
案
）
お
よ
び
第
三
草
案
（
最
終
校
閲
草
案
）
へ
と
変
容
を
遂
げ
た
（
23
）。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
一
三
九
二
条
に
対
応
す
る
原
草
案
の
規
定
は
、
第
三
編
第
一
六
章
「
権
利
及
び
義
務
の
変
更
に
つ
い
て
」
に
置
か
れ
て
い
る
五
四
五
条
で
あ
る
。
原
草
案
五
四
五
条
「
債
権
が
あ
る
者
か
ら
他
の
者
へ
と
移
転
さ
れ
、
こ
の
他
の
者
に
よ
っ
て
有
効
に
そ
の
移
転
が
承
認
さ
れ
た
と
き
は
、
た
だ
ち
に
新
債
権
者
の
権
利
に
つ
い
て
の
変
更
が
生
ず
る
。
こ
の
よ
う
な
合
意
は
、
債
権
譲
渡
契
約
（C
ession
）
と
よ
ば
れ
、
対
価
を
伴
う
か
否
か
を
問
わ
ず
、
行
わ
れ
う
る
。」
（
24
）
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
一
三
九
二
条
と
同
一
内
容
の
規
定
で
あ
る
原
草
案
五
四
五
条
は
、
第
一
読
会
に
お
い
て
一
八
〇
六
年
八
月
一
八
日
に
審
議
さ
れ
た
。
こ
の
日
の
会
議
に
お
い
て
は
、R
ottenhann
が
議
長
を
、H
aan
が
副
議
長
を
務
め
、
こ
の
ほ
532
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
に
お
け
る
債
権
譲
渡
契
約
の
債
務
者
に
対
す
る
効
力
三
三
か
に
五
名
の
宮
廷
顧
問
官
が
出
席
し
て
い
た（A
ichen,
Ehrenberg,
Lyro,
O
rlandini
お
よ
びZeiller
）
（
25
）。
審
議
記
録
に
よ
れ
ば
、
原
草
案
五
四
五
条
に
対
し
て
は
、「
ど
の
点
か
ら
も
何
も
述
べ
ら
れ
な
か
っ
た
（
注
2
）。」
と
い
う
（
26
）。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
、
内
容
面
（
実
質
面
）
に
つ
い
て
妥
当
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
原
草
案
五
四
五
条
は
第
一
読
会
に
お
い
て
、
形
式
面
に
つ
い
て
若
干
の
文
言
上
の
修
正
を
受
け
た
。O
fner
は
、
右
の
注
2
で
こ
の
形
式
的
な
修
正
を
紹
介
し
て
い
る
。
原
草
案
五
四
五
条
前
段
の
う
ち
、「
債
権
が
あ
る
者
か
ら
他
の
者
へ
と
移
転
さ
れ
、
こ
の
他
の
者
に
よ
っ
て
有
効
に
そ
の
移
転
が
承
認
さ
れ
た
と
き
は
、」
の
部
分
の
原
文
は
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
（
下
線
は
、
筆
者
に
よ
る
）。
W
enn
Forderungen
von
einer
Person
an
die
andere
übertragen,
und
von
dieser
giltig
angenom
m
en
w
erden
;
第
一
読
会
は
、
一
番
目
の
下
線
部
分
の
文
言
をeine
Forderung
に
、
二
番
目
の
そ
れ
をw
ird
に
修
正
し
た
（
27
）。
し
た
が
っ
て
、
第
一
読
会
の
審
議
記
録
か
ら
は
、
譲
渡
人
か
ら
譲
受
人
へ
の
債
権
移
転
と
い
う
債
権
譲
渡
契
約
の
効
力
に
つ
き
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
一
三
九
二
条
と
同
一
内
容
で
あ
る
原
草
案
五
四
五
条
が
譲
渡
契
約
当
事
者
の
み
に
及
ぶ
と
し
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
債
務
者
お
よ
び
債
務
者
以
外
の
第
三
者
に
対
し
て
も
及
ぶ
と
し
て
い
る
の
か
は
、
不
明
で
あ
る
。
原
草
案
五
四
五
条
は
、
右
に
示
し
た
二
箇
所
の
形
式
面
で
の
文
言
上
の
修
正
を
受
け
た
だ
け
で
、
第
一
草
案
五
一
七
条
と
な
っ
た
。
同
条
は
、
第
二
読
会
に
お
い
て
一
八
〇
七
年
一
二
月
七
日
に
審
議
さ
れ
た
。
こ
の
日
の
第
二
読
会
の
議
長
は
、R
ottenhann
で
あ
り
、
副
議
長
は
、Haan
お
よ
びA
ichen
が
こ
れ
を
務
め
た
。
そ
の
ほ
か
、Sonnenfels,Pitreich,Zeiller
お
よ
びPratobevera
の
四
名
の
宮
廷
顧
問
官
が
出
席
し
て
い
た
（
28
）。
第
一
草
案
五
一
七
条
の
う
ち
後
段
が
、
第
二
読
会
で
の
審
議
の
結
果
、
修
正
さ
れ
た
。
第
一
草
案
五
一
七
条
後
段
は
、
次
の
よ
う
に
原
草
案
五
四
五
条
後
段
と
同
一
の
文
言
で
あ
る
（
下
線
は
、
筆
者
に
よ
る
）。
Eine
solche
U
ibereinkunftheißtA
btretungsvertrag
（C
ession
）und
kann
m
itoder
ohne
Entgeld
geschlossen
w
erden.
（
29
）
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第
二
読
会
の
審
議
記
録
に
よ
れ
ば
、
一
番
目
の
下
線
部
分
は
、H
andlung
に
変
更
さ
れ
、
二
番
目
の
下
線
部
分
は
、A
btretung
に
変
更
さ
れ
た
。
第
二
読
会
の
審
議
記
録
は
、「
債
権
譲
渡
は
、
行
為
そ
れ
自
体
で
は
あ
る
も
の
の
、
そ
の
形
態
は
、
契
約
そ
の
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
」
と
し
て
、
こ
の
修
正
理
由
を
説
明
し
て
い
る
（
30
）。
第
二
読
会
は
、
第
一
草
案
五
一
七
条
前
段
で
あ
る
「
債
権
が
あ
る
者
か
ら
他
の
者
へ
と
移
転
さ
れ
、
こ
の
他
の
者
に
よ
っ
て
有
効
に
そ
の
移
転
が
承
認
さ
れ
た
と
き
は
、
た
だ
ち
に
新
債
権
者
の
権
利
に
つ
い
て
の
変
更
が
生
ず
る
。」
に
つ
い
て
、
債
権
譲
渡
契
約
を
原
因
と
し
て
債
権
が
譲
渡
人
か
ら
譲
受
人
へ
と
移
転
す
る
こ
と
（
行
為
）（
債
権
譲
渡
﹇C
ession
﹈）
を
述
べ
た
も
の
と
素
直
に
理
解
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
同
条
後
段
の
「
債
権
譲
渡
（C
ession
）」
と
い
う
用
語
に
対
応
す
る
表
現
と
し
て
は
、「
合
意
（U
ibereinkunft
﹇U
ebereinkunft
﹈）」
で
は
不
十
分
で
あ
り
、「
こ
の
よ
う
な
行
為（H
andlung
）」と
表
現
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
こ
れ
に
伴
い
、「
こ
の
よ
う
な
行
為（H
andlung
）」
に
対
応
す
る
べ
く
、
同
条
後
段
の
「
債
権
譲
渡
契
約
（A
btretungsvertrag
）」
も
、「
債
権
譲
渡
（A
btretung
）」
に
修
正
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
こ
う
し
た
第
二
読
会
に
お
け
る
第
一
草
案
五
一
七
条
に
関
す
る
審
議
内
容
は
、
債
権
譲
渡
契
約
の
効
力（
債
権
の
移
転
）
が
譲
渡
契
約
当
事
者
の
み
な
ら
ず
債
務
者
お
よ
び
債
務
者
以
外
の
第
三
者
に
対
し
て
も
及
ぶ
の
か
否
か
を
説
明
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
え
る
。
ま
た
、
第
二
読
会
の
審
議
記
録
に
お
い
て
は
理
由
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
が
、
第
一
草
案
五
一
七
条
前
段
中
、「
債
権
が
あ
る
者
か
ら
他
の
者
へ
と
移
転
さ
れ
、
こ
の
他
の
者
に
よ
っ
て
有
効
に
そ
の
移
転
が
承
認
さ
れ
た
と
き
は
」
の
箇
所
の
う
ち
、「
有
効
に
（giltig
）」
が
削
除
さ
れ
て
い
る
（
31
）。
第
一
草
案
五
一
七
条
は
、
右
に
述
べ
た
第
二
読
会
で
の
修
正
の
結
果
、
次
の
よ
う
な
第
二
草
案
（
校
閲
草
案
）
一
三
六
九
条
と
な
っ
た
。
第
二
草
案
（
校
閲
草
案
）
一
三
六
九
条
「
債
権
が
あ
る
者
か
ら
他
の
者
へ
と
移
転
さ
れ
、
こ
の
他
の
者
に
よ
っ
て
そ
の
移
転
が
承
認
さ
れ
た
と
き
は
、
た
だ
ち
に
新
債
権
者
の
権
利
に
つ
い
て
の
変
更
が
生
ず
る
。
こ
の
よ
う
な
行
為
は
、
債
権
譲
渡
（C
ession
）
と
よ
ば
れ
、
対
価
を
伴
う
か
否
か
を
問
わ
ず
、
行
わ
れ
う
る
。」
（
32
）
530
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
に
お
け
る
債
権
譲
渡
契
約
の
債
務
者
に
対
す
る
効
力
三
五
な
お
、
第
二
草
案
（
校
閲
草
案
）
に
お
け
る
（
指
名
）
債
権
譲
渡
の
規
定
は
、
第
三
編
「
人
権
及
び
物
権
に
共
通
す
る
規
定
に
つ
い
て
」
第
二
章
「
権
利
及
び
義
務
の
変
更
に
つ
い
て
」
第
三
節
「
債
権
譲
渡
」
に
置
か
れ
て
お
り
、
第
三
草
案
（
最
終
校
閲
草
案
）
も
同
じ
で
あ
っ
て
（
33
）、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
も
同
様
で
あ
る
。
第
二
草
案
（
校
閲
草
案
）
一
三
六
九
条
は
、
第
三
読
会
で
は
特
に
何
ら
の
修
正
も
受
け
ず
、
そ
の
ま
ま
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
一
三
九
二
条
と
な
っ
た
。
こ
う
し
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
一
三
九
二
条
に
よ
り
債
権
譲
渡
契
約
の
効
力
（
譲
渡
人
か
ら
譲
受
人
へ
の
債
権
移
転
）
が
譲
渡
契
約
当
事
者
の
み
な
ら
ず
債
務
者
お
よ
び
債
務
者
以
外
の
第
三
者
に
対
し
て
も
及
ぶ
の
か
ど
う
か
は
、
同
条
の
立
法
過
程
か
ら
は
明
ら
か
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
本
稿
は
次
に
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
草
案
を
起
草
し
、
そ
の
草
案
審
議
に
お
け
る
責
任
者
（
専
門
担
当
責
任
者
）
を
務
め
たZeiller
が
同
法
典
施
行
前
後
に
著
し
た
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
を
み
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
（
34
）（
35
）。Zeiller
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
一
三
九
二
条
に
つ
い
て
、「
債
権
譲
渡
契
約
は
、
債
権
者
が
自
分
の
債
権
を
他
の
者
（
債
務
者
を
除
く
）
に
移
転
し
、
こ
の
他
の
者
が
そ
の
移
転
を
承
認
す
る
こ
と
に
そ
の
本
質
が
あ
る
」
と
述
べ
、
譲
渡
人
と
譲
受
人
間
の
債
権
譲
渡
契
約
（
無
方
式
）
に
よ
り
譲
渡
債
権
が
譲
渡
人
か
ら
譲
受
人
へ
と
移
転
す
る
こ
と
を
指
摘
す
る
（
36
）。
し
か
し
、
こ
の
説
明
か
ら
は
、
債
権
譲
渡
契
約
の
効
力
が
譲
渡
契
約
当
事
者
間
に
お
い
て
の
み
生
ず
る
の
か
、
ま
た
は
、
債
務
者
お
よ
び
債
務
者
以
外
の
第
三
者
と
の
関
係
で
も
生
ず
る
の
か
、
そ
の
ど
ち
ら
な
の
か
を
定
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。Zeiller
は
ま
た
、
債
権
譲
渡
が
売
買
な
ど
を
原
因
と
し
て
行
わ
れ
る
と
し
た
上
で
（
37
）、「
債
権
を
譲
渡
す
る
た
め
に
は
、
債
権
を
移
転
す
る
者
（
譲
渡
人
）
と
債
権
の
移
転
を
受
け
る
者
（
譲
受
人
）
の
同
意
の
み
が
、
必
要
と
さ
れ
、
譲
渡
さ
れ
た
債
務
者
の
同
意
は
、
不
要
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
債
権
者
は
自
ら
の
権
利
で
あ
る
債
権
を
意
の
ま
ま
に
譲
渡
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。」
と
述
べ
る
（
38
）。Zeiller
の
こ
の
記
述
か
ら
も
、
債
権
譲
渡
契
約
の
締
結
に
よ
っ
て
同
契
約
の
効
力
が
及
ぶ
範
囲
は
、
明
ら
か
と
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
範
囲
の
一
部
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
一
三
九
五
条
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
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2オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
一
三
九
五
条
の
立
法
過
程
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
一
三
九
二
条
と
同
様
、
同
法
典
第
三
編
第
二
章
第
三
節
に
置
か
れ
、
法
典
調
査
会
民
法
起
草
委
員
が
甲
号
議
案
四
七
〇
条
の
起
草
に
あ
た
っ
て
参
照
し
た
一
三
九
五
条
は
、
次
の
よ
う
な
規
定
で
あ
る
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
一
三
九
五
条
「
債
権
譲
渡
契
約
の
締
結
に
よ
っ
て
、
債
権
を
移
転
し
た
者
（
譲
渡
人
）
と
そ
の
移
転
を
受
け
た
者
（
譲
受
人
）
と
の
間
で
の
み
、
新
し
い
債
務
が
発
生
す
る
が
、
譲
受
人
と
債
務
者
（
譲
渡
さ
れ
た
債
権
の
債
務
者
）
と
の
間
で
は
発
生
し
な
い
。
債
務
者
は
、
債
権
の
移
転
を
受
け
た
者
を
知
る
ま
で
は
、
最
初
の
債
権
者
に
支
払
い
、
又
は
最
初
の
債
権
者
と
譲
渡
さ
れ
た
債
権
に
関
す
る
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」
（
39
）
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
一
三
九
五
条
に
よ
れ
ば
、
債
権
譲
渡
契
約
の
効
力（
債
権
の
移
転
）は
、
同
契
約
締
結
の
み
に
よ
っ
て
は
債
務
者
に
対
し
て
は
及
ば
な
い
。
そ
し
て
、
債
務
者
が
同
契
約
締
結
を
知
っ
た
時
に
、
同
契
約
の
効
力
は
、
債
務
者
に
及
ぶ
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
債
権
譲
渡
契
約
当
事
者
で
は
な
い
債
務
者
の
も
と
に
譲
渡
通
知
が
到
達
す
る
ま
で
は
、
債
務
者
と
の
関
係
で
は
依
然
と
し
て
譲
渡
人
が
、
債
権
者
で
あ
る
と
さ
れ
、
譲
渡
通
知
は
、
債
権
譲
渡
契
約
の
債
務
者
に
対
す
る
効
力
発
生
要
件
で
あ
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
一
三
九
二
条
は
、
債
務
者
に
対
す
る
関
係
で
は
、
「
譲
渡
人
と
譲
受
人
に
よ
っ
て
締
結
さ
れ
た
債
権
譲
渡
契
約
の
効
果
た
る
債
権
の
移
転
は
同
契
約
締
結
の
み
に
よ
っ
て
は
同
契
約
当
事
者
間
で
生
じ
る
に
す
ぎ
な
い
」
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
一
三
九
五
条
は
、
な
ぜ
債
権
譲
渡
通
知
を
債
務
者
に
対
す
る
債
権
譲
渡
契
約
の
効
力
発
生
要
件
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
、
甲
号
議
案
四
七
〇
条
、
ひ
い
て
は
現
行
民
法
四
六
七
条
一
項
の
理
解
（
解
釈
）
に
関
わ
る
こ
と
で
あ
り
、
以
下
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
一
三
九
五
条
の
立
法
過
程
に
お
い
て
同
条
の
立
法
趣
旨
を
探
る
こ
と
に
し
た
い
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
一
三
九
五
条
の
原
型
は
、
上
述
の
原
草
案
第
三
編
第
一
六
章
に
お
け
る
五
四
六
条
で
あ
り
、
後
者
528
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
に
お
け
る
債
権
譲
渡
契
約
の
債
務
者
に
対
す
る
効
力
三
七
も
前
者
と
同
じ
訳
に
な
る
。
原
草
案
五
四
六
条
の
原
文
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
（
40
）。
な
お
、
下
線
は
、
筆
者
が
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
下
線
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
。
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D
urch
den
A
btretungsvertrag
entstehtnur
zw
ischen
dem
U
iberträger
（C
edent
）und
dem
U
ibernehm
er
der
Forderung,
（C
essionar
）nichtaber
zw
ischen
dem
letztern
und
dem
übernom
m
enen
Schuldner
（C
essus
）eine
neue
V
erbindlichkeit.
D
aher
istder
Schuldner,
solang
ihm
der
U
ibernehm
er
nichtbekanntw
ird,
berechtigtden
ersten
G
läubiger
zu
bezahlen,
oder
sich
sonstm
itihm
abzufinden.
原
草
案
五
四
六
条
は
、
同
五
四
五
条
と
同
様
、
第
一
読
会
に
お
い
て
一
八
〇
六
年
八
月
一
八
日
に
討
議
さ
れ
た
が
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
何
ら
の
指
摘
も
な
さ
れ
な
か
っ
た
（
41
）。
第
一
読
会
は
、
文
言
の
形
式
的
な
修
正
も
行
う
こ
と
も
な
く
、
原
草
案
五
四
六
条
は
そ
の
ま
ま
、
第
一
草
案
五
二
〇
条
と
な
っ
た
（
42
）。
第
一
読
会
の
討
議
記
録
か
ら
は
、
債
権
譲
渡
契
約
の
効
力
で
あ
る
債
権
の
移
転
は
同
契
約
締
結
の
み
に
よ
っ
て
譲
渡
契
約
当
事
者
間
で
は
生
ず
る
も
の
の
、
債
務
者
に
対
す
る
関
係
で
は
、
同
契
約
締
結
の
み
な
ら
ず
債
務
者
へ
の
譲
渡
通
知
が
な
け
れ
ば
生
じ
な
い
と
す
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
一
三
九
五
条
の
趣
旨
は
、
明
ら
か
と
は
な
ら
な
い
。
債
務
者
に
対
す
る
関
係
で
譲
渡
通
知
を
債
権
譲
渡
契
約
の
効
力
発
生
要
件
と
す
る
第
一
草
案
五
二
〇
条
は
、
第
二
読
会
に
お
い
て
、
誠
に
形
式
的
な
文
言
の
修
正
を
受
け
た
だ
け
で
維
持
さ
れ
た
（
43
）。
こ
の
文
言
上
の
修
正
と
は
、
先
に
掲
げ
た
原
草
案
五
四
六
条
（
原
文
）
の
一
番
目
の
下
線
部
分
をU
eberträger
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
二
番
目
お
よ
び
七
番
目
の
下
線
部
分
は
と
も
に
、U
ebernehm
er
と
修
正
さ
れ
た
。
ま
た
、
三
番
目
の
下
線
部
分
の
「,
」
は
、
削
除
さ
れ
、
四
番
目
の
下
線
部
分
の
直
前
に
挿
入
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
五
番
目
の
下
線
部
分
は
、letzten
と
修
正
さ
れ
、
六
番
目
の
下
線
部
分
は
、solange
と
な
っ
た
。
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ら
に
、
八
番
目
の
下
線
部
分
の
直
後
に
「,
」
が
挿
入
さ
れ
た
（
44
）。
第
一
草
案
五
二
〇
条
は
、
こ
う
し
た
表
現
の
修
正
を
受
け
て
、
第
二
草
案
（
校
閲
草
案
）
一
三
七
二
条
と
な
っ
た
（
両
者
の
訳
文
は
、
同
じ
で
あ
る
。）。
第
三
読
会
の
討
議
記
録
中
に
は
、
第
二
草
案
（
校
閲
草
案
）
一
三
七
二
条
に
関
す
る
記
述
は
な
く
、
同
条
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
一
三
九
五
条
と
な
っ
た
（
45
）。
こ
う
し
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
の
立
法
過
程
か
ら
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
債
権
譲
渡
法
が
債
権
譲
渡
契
約
の
効
力
は
同
契
約
締
結
の
み
に
よ
っ
て
は
債
務
者
に
及
ば
ず
、
債
務
者
に
対
す
る
譲
渡
通
知
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
及
ぶ
こ
と
の
趣
旨
は
、
明
ら
か
と
は
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
の
起
草
者
で
あ
るZeiller
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
一
三
九
五
条
の
注
釈
の
冒
頭
、「
債
権
譲
渡
契
約
は
、
こ
の
契
約
の
締
結
に
よ
り
、
契
約
当
事
者
で
あ
る
債
権
を
移
転
し
た
者
と
債
権
の
移
転
を
受
け
た
者
と
の
間
に
お
い
て
の
み
、
債
権
を
移
転
さ
せ
る
に
す
ぎ
な
い
。」
と
述
べ
て
い
る
（
46
）。
譲
渡
人
と
譲
受
人
に
よ
る
債
権
譲
渡
契
約
締
結
の
み
に
よ
っ
て
は
、
譲
渡
債
権
は
、
債
務
者
と
の
関
係
で
は
移
転
し
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
続
け
てZeiller
は
、
債
権
譲
渡
契
約
締
結
に
よ
っ
て
「
債
権
の
移
転
を
受
け
た
者
は
た
し
か
に
債
権
を
移
転
し
た
者
と
の
関
係
で
債
務
者
に
対
し
て
支
払
を
請
求
す
る
権
利
を
取
得
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
債
権
譲
渡
に
関
与
し
な
い
債
務
者
と
の
関
係
で
は
、
債
務
者
が
信
頼
す
る
に
足
る
方
法
で
債
権
譲
渡
に
つ
い
て
知
ら
さ
れ
て
い
な
い
と
き
に
は
、
債
務
者
は
、
債
権
の
移
転
を
受
け
た
者
に
対
し
て
債
務
を
負
担
し
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
債
務
者
は
、
原
債
権
者
を
自
ら
の
債
権
者
で
あ
る
と
し
て
、
原
債
権
者
に
支
払
う
こ
と
が
で
き
、
こ
の
者
と
債
権
に
関
す
る
合
意
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」
と
す
る
（
47
）。
こ
のZeiller
の
注
釈
に
よ
る
と
、
譲
渡
通
知
が
債
務
者
に
到
達
す
れ
ば
（
譲
渡
通
知
が
「
信
頼
す
る
に
足
る
方
法
」
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
。）、
債
権
の
移
転
と
い
う
債
権
譲
渡
契
約
の
効
力
は
、
債
務
者
に
も
及
ぶ
こ
と
に
な
る
。Zeiller
は
、
債
務
者
に
対
す
る
債
権
譲
渡
契
約
の
効
力
発
生
要
件
と
し
て
債
務
者
へ
の
譲
渡
通
知
を
定
め
た
趣
旨
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
一
三
九
五
条
の
よ
う
な
立
法
は
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
一
六
九
〇
条
の
対
抗
要
件
主
義
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
い
え
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オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
に
お
け
る
債
権
譲
渡
契
約
の
債
務
者
に
対
す
る
効
力
三
九
る
。
も
し
、
債
権
譲
渡
契
約
締
結
の
み
に
よ
っ
て
同
契
約
の
効
力
が
債
務
者
に
も
及
ぶ
と
す
る
と
、
債
権
譲
渡
契
約
当
事
者
で
は
な
く
、
同
契
約
締
結
に
つ
い
て
知
ら
な
い
債
務
者
が
譲
渡
人
に
無
効
な
弁
済
を
し
て
し
ま
い
、
譲
受
人
に
対
す
る
さ
ら
な
る
弁
済
を
強
い
ら
れ
る
。
譲
渡
前
に
は
一
回
の
弁
済
で
債
務
か
ら
解
放
さ
れ
た
債
務
者
が
譲
渡
後
に
は
二
回
弁
済
を
し
な
け
れ
ば
債
務
か
ら
解
放
さ
れ
な
い
と
す
る
こ
と
は
、
債
権
譲
渡
契
約
締
結
に
関
与
し
な
い
債
務
者
の
法
的
地
位
（
一
回
の
弁
済
で
債
務
か
ら
解
放
さ
れ
る
と
い
う
法
的
地
位
）
を
害
す
る
こ
と
に
な
り
、
許
さ
れ
な
い
（
48
）。
そ
こ
で
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
一
三
九
五
条
は
、
譲
受
人
が
債
務
者
に
対
し
て
債
権
譲
渡
契
約
の
効
力
（
債
権
の
移
転
﹇
債
権
の
帰
属
﹈）
を
対
抗
す
る
た
め
の
要
件
と
し
て
、
債
務
者
へ
の
譲
渡
通
知
を
定
め
、
債
務
者
の
二
重
弁
済
危
険
を
除
去
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
49
）。
起
草
者Zeiller
は
一
八
〇
七
年
に
、
完
成
し
つ
つ
あ
るA
B
G
B
に
つ
い
て
細
部
に
わ
た
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
や
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
と
比
較
し
た
報
告
書
を
皇
帝
フ
ラ
ン
ツ
二
世
に
提
出
し
た
と
さ
れ
（
50
）、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
の
起
草
に
あ
た
っ
て
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
を
参
照
し
た
と
い
え
る
。
こ
う
し
て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
一
三
九
五
条
は
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
の
対
抗
要
件
主
義
を
採
用
し
た
も
の
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
の
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
も
ま
た
、
同
一
三
九
五
条
に
つ
い
て
、「
債
権
譲
渡
に
よ
っ
て
、
新
し
い
債
務
は
、
譲
渡
人
と
譲
受
人
と
の
間
に
お
い
て
の
み
、
創
設
さ
れ
る
。
譲
渡
さ
れ
た
債
権
の
債
務
者
と
の
関
係
で
は
、
債
権
の
移
転
を
受
け
た
者
が
債
務
者
に
譲
渡
に
つ
い
て
通
知
し
た
時
に
は
じ
め
て
、
譲
渡
債
権
は
、
譲
渡
人
か
ら
譲
受
人
へ
と
移
転
す
る
。」
と
し
、「
行
わ
れ
た
債
権
譲
渡
に
つ
い
て
の
通
知
が
な
さ
れ
る
前
に
、
譲
渡
人
が
債
務
者
に
対
し
て
履
行
請
求
を
し
た
と
き
は
、
債
務
者
は
、
譲
渡
人
に
対
し
て
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
通
知
が
な
さ
れ
た
後
は
、
債
務
者
は
も
は
や
、
譲
渡
人
に
対
し
て
支
払
っ
て
は
な
ら
な
い
。」
と
述
べ
て
い
る
（
51
）。
こ
う
し
た
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
の
説
明
は
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
一
六
九
〇
条
の
対
抗
要
件
主
義
に
よ
っ
て
、
譲
渡
に
関
与
せ
ず
、
こ
れ
に
つ
い
て
知
り
え
な
い
債
務
者
か
ら
二
重
弁
済
危
険
を
除
去
す
る
こ
と
こ
そ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
一
三
九
五
条
の
立
法
趣
旨
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
一
三
九
五
条
は
、
債
権
譲
渡
契
約
の
債
務
者
に
対
す
る
効
力
発
生
要
件
と
し
て
、
債
松
山
大
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務
者
へ
の
譲
渡
通
知
を
位
置
づ
け
て
い
る
。
こ
の
通
知
に
は
、
債
権
譲
渡
契
約
の
効
力
を
債
務
者
に
対
し
て
及
ぼ
す
と
い
う
機
能
の
ほ
か
に
、
通
知
主
体
は
誰
か
と
い
う
こ
と
と
関
係
し
て
、
譲
受
人
が
新
債
権
者
と
し
て
の
資
格
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る
と
い
う
機
能
が
存
在
す
る
。
次
に
掲
げ
る
同
一
三
九
六
条
は
、
後
者
の
機
能
に
関
す
る
規
定
で
も
あ
る
。
以
下
、
同
条
の
内
容
を
正
確
に
理
解
す
る
た
め
、
同
条
の
立
法
過
程
を
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
3
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
一
三
九
六
条
の
立
法
過
程
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
一
三
九
六
条
は
、
次
の
よ
う
な
規
定
で
あ
る
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
一
三
九
六
条
「
債
権
の
移
転
を
受
け
た
者
が
債
務
者
に
債
権
譲
渡
契
約
締
結
に
つ
い
て
知
ら
せ
た
と
き
は
、
債
務
者
は
も
は
や
、
最
初
の
債
権
者
に
支
払
い
、
又
は
最
初
の
債
権
者
と
譲
渡
さ
れ
た
債
権
に
関
す
る
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
債
務
者
は
た
だ
、
そ
の
債
権
に
対
す
る
抗
弁
を
債
権
の
移
転
を
受
け
た
者
に
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
あ
る
。
債
務
者
が
債
権
の
移
転
を
受
け
た
信
頼
で
き
る
者
に
対
し
て
債
権
を
真
正
な
も
の
と
認
め
た
と
き
は
、
債
務
者
は
、
そ
の
移
転
を
受
け
た
者
を
債
権
者
と
し
て
、
こ
の
者
に
弁
済
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
（
52
）
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
一
三
九
六
条
前
段
は
、
同
一
三
九
五
条
が
採
用
す
る
対
抗
要
件
主
義
に
基
づ
い
て
い
る
。
同
一
三
九
六
条
後
段
に
い
う「
債
務
者
が
債
権
の
移
転
を
受
け
た
信
頼
で
き
る
者
に
対
し
て
債
権
を
真
正
な
も
の
と
認
め
た
と
き
」と
は
、
譲
渡
債
権
が
譲
受
人
に
帰
属
し
て
い
る
こ
と
を
債
務
者
が
認
め
た
と
き
を
い
う
も
の
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
譲
渡
債
権
が
譲
受
人
に
帰
属
し
て
い
る
こ
と
を
債
務
者
が
認
め
る
と
は
、
債
権
譲
渡
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
譲
受
人
が
債
務
者
に
証
明
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
証
明
こ
そ
、
債
務
者
に
対
す
る
債
権
譲
渡
の
通
知
で
あ
る
と
い
え
る
。
な
ぜ
同
条
後
段
は
、
債
務
者
へ
の
譲
渡
通
知
に
、
債
務
者
に
対
す
る
債
権
譲
渡
契
約
の
効
力
を
及
ぼ
す
と
い
う
機
能
（
同
一
三
九
五
条
お
よ
び
同
一
三
九
六
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オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
に
お
け
る
債
権
譲
渡
契
約
の
債
務
者
に
対
す
る
効
力
四
一
条
前
段
）
に
加
え
て
、
譲
受
人
の
新
債
権
者
と
し
て
の
資
格
の
証
明
と
い
う
機
能
を
負
わ
せ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
同
条
の
立
法
過
程
に
こ
の
趣
旨
を
探
る
こ
と
に
し
た
い
。
原
草
案
に
お
け
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
一
三
九
六
条
に
対
応
し
た
規
定
は
、
同
草
案
第
三
編
第
一
六
章
に
お
け
る
五
四
七
条
で
あ
る
。
ま
ず
、
原
草
案
五
四
七
条
の
原
文
を
示
す
（
53
）。
な
お
、
下
線
は
、
筆
者
が
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
§547
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原
草
案
五
四
七
条
の
前
段
お
よ
び
中
段
の
訳
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
一
三
九
六
条
の
そ
れ
ら
と
同
じ
で
あ
る
。
原
草
案
五
四
七
条
の
後
段
の
訳
は
、「
債
務
者
が
債
権
の
移
転
を
受
け
た
者
に
対
し
て
債
権
を
真
正
な
も
の
と
認
め
た
と
き
は
、
債
務
者
は
、
そ
の
移
転
を
受
け
た
者
を
債
権
者
と
し
て
、
こ
の
者
に
弁
済
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
な
り
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
一
三
九
六
条
は
、
二
重
傍
線
部
分
に
つ
い
て
、「
債
権
の
移
転
を
受
け
た
信
頼
で
き
る
者
に
対
し
て
」
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
両
条
は
、
同
一
内
容
の
規
定
で
あ
る
と
い
え
る
。
原
草
案
五
四
七
条
も
、
一
八
〇
六
年
八
月
一
八
日
に
第
一
読
会
に
お
い
て
討
議
さ
れ
た
が
、
第
一
読
会
で
は
何
も
修
正
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
第
一
草
案
五
二
一
条
と
な
っ
た
（
54
）。
第
一
草
案
五
二
一
条
は
、
一
八
〇
七
年
一
二
月
七
日
に
第
二
読
会
に
お
い
て
討
議
さ
れ
た
（
55
）。
第
二
読
会
で
はPratobevera
か
ら
、「
証
明
の
た
め
に
、
債
務
者
が
何
も
証
明
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
を
債
権
の
移
転
を
受
け
た
者
に
対
し
て
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。」
と
い
う
、
同
条
へ
の
修
正
意
見
が
出
さ
れ
た
（
56
）。
同
条
後
段
は
、
譲
受
人
が
同
条
後
段
に
基
づ
い
て
債
権
譲
渡
通
知
に
よ
っ
て
譲
渡
を
証
明
し
な
い
と
き
は
、
そ
の
譲
受
人
が
真
正
な
譲
受
人
（
新
債
権
者
）
で
あ
る
か
ど
う
か
、
松
山
大
学
論
集
第
三
十
巻
第
五－
一
号
四
二
523
す
な
わ
ち
、
債
務
者
は
債
権
譲
渡
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
た
め
、
債
務
者
は
第
一
草
案
五
二
〇
条
後
段
に
基
づ
き
債
権
者
で
あ
る
原
債
権
者
に
当
然
に
弁
済
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
こ
ろ
、
そ
れ
ゆ
え
、
こ
う
し
た
譲
受
人
に
弁
済
し
な
く
て
も
よ
い
と
規
定
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
と
き
に
債
務
者
が
譲
受
人
と
称
す
る
者
（
債
権
譲
渡
契
約
当
事
者
で
は
な
い
債
務
者
か
ら
す
る
と
譲
受
人
に
み
え
る
表
見
譲
受
人
）
に
対
し
て
譲
渡
通
知
に
よ
っ
て
譲
渡
を
証
明
す
る
よ
う
に
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
第
一
草
案
五
二
一
条
は
、
何
ら
規
定
し
て
い
な
い
。Pratobevera
の
意
見
は
、
表
見
譲
受
人
が
譲
渡
通
知
に
よ
っ
て
譲
渡
を
証
明
す
る
こ
と
な
く
債
務
者
に
履
行
請
求
を
し
て
き
た
と
き
に
、
債
務
者
が
真
正
な
譲
受
人
で
あ
る
こ
と
（
新
債
権
者
と
し
て
の
資
格
）
を
証
明
す
る
よ
う
に
表
見
譲
受
人
に
対
し
て
請
求
で
き
る
こ
と
を
明
文
化
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
Pratobevera
の
提
案
は
、
第
二
読
会
に
お
い
て
拒
絶
さ
れ
た
が
、
そ
の
理
由
は
明
ら
か
で
は
な
い
（
57
）。
し
か
し
、
第
二
読
会
は
、
第
一
草
案
五
二
一
条
の
後
段
中
、「
債
権
の
移
転
を
受
け
た
者
に
対
し
て
」
の
部
分
に
つ
き
、「
債
権
の
移
転
を
受
け
た
信
頼
で
き
る
者
に
対
し
て
」
と
い
う
よ
う
に
、
文
言
を
追
加
し
て
い
る
（
第
一
草
案
五
二
一
条
と
同
じ
文
言
で
あ
る
原
草
案
五
四
七
条
で
い
え
ば
、
先
に
掲
げ
た
原
文
の
五
番
目
の
下
線
部
分
で
あ
るden
U
ibernehm
er
に
つ
い
て
、den
redlichen
U
ebernehm
er
と
し
た
わ
け
で
あ
る
）
（
58
）。
債
務
者
が
譲
受
人
に
対
し
て
譲
渡
債
権
に
つ
い
て
の
債
務
を
負
担
す
る
の
は
、
譲
受
人
が
譲
渡
通
知
に
よ
っ
て
債
権
譲
渡
を
証
明
し
、
債
務
者
が
譲
受
人
を
真
正
な
譲
受
人
と
し
て
信
頼
し
た
と
き
で
あ
る
。
第
二
読
会
は
、
債
務
者
が
譲
渡
人
に
対
し
て
債
務
を
負
担
し
、
譲
受
人
の
履
行
請
求
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
前
提
と
し
て
、
譲
渡
通
知
に
よ
る
新
債
権
者
と
し
て
の
資
格
証
明
、
す
な
わ
ち
、
譲
受
人
が
真
正
な
譲
受
人
で
あ
る
こ
と
に
対
す
る
債
務
者
の
信
頼
形
成
を
要
求
し
て
い
る
。
こ
の
譲
渡
通
知
に
よ
る
証
明
を
し
な
い
ま
ま
、
譲
受
人
が
債
務
者
に
履
行
請
求
を
し
た
と
き
は
、
債
務
者
は
、
譲
渡
通
知
に
よ
る
譲
渡
の
証
明
（
譲
受
人
が
真
正
な
そ
れ
で
あ
る
こ
と
に
対
す
る
債
務
者
の
信
頼
形
成
）
を
譲
受
人
に
請
求
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
第
二
読
会
は
、
第
一
草
案
五
二
一
条
後
段
に
お
い
て
先
に
述
べ
た
よ
う
な
文
言
を
追
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
譲
受
人
に
対
す
る
譲
渡
通
知
に
よ
る
新
債
権
者
と
し
て
の
資
格
証
明
（
譲
渡
の
証
明
）
の
請
求
が
債
務
者
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
と
み
る
こ
と
522
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
に
お
け
る
債
権
譲
渡
契
約
の
債
務
者
に
対
す
る
効
力
四
三
が
で
き
る
。
第
二
読
会
は
、Pratobevera
の
意
見
の
よ
う
に
新
た
な
明
文
で
も
っ
て
譲
渡
通
知
に
よ
る
譲
渡
の
証
明
請
求
を
直
接
的
に
債
務
者
に
認
め
な
く
て
も
、
第
一
草
案
五
二
一
条
後
段
の
文
言
に
若
干
の
修
正
を
行
う
こ
と
で
解
釈
上
当
然
に
認
め
ら
れ
る
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
現
に
、
今
日
に
お
い
て
も
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
一
三
九
六
条
後
段
に
つ
い
て
、「
表
見
譲
受
人
か
ら
の
通
知
が
な
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
債
務
者
が
債
権
が
そ
の
者
に
帰
属
し
て
い
る
か
ど
う
か
疑
念
を
有
す
る
と
き
は
、
債
務
者
は
、
そ
の
者
が
真
正
な
譲
受
人
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
よ
う
に
、
表
見
譲
受
人
に
対
し
て
請
求
で
き
る
。」
と
理
解
さ
れ
て
い
る
（
59
）。
と
は
い
え
、
第
二
読
会
に
お
け
る
第
一
草
案
五
二
一
条
の
討
議
か
ら
は
、
同
条
後
段
が
債
権
譲
渡
契
約
の
効
力
発
生
要
件
で
あ
る
譲
渡
通
知
に
対
し
て
譲
渡
の
証
明
（
新
債
権
者
と
し
て
の
資
格
証
明
）
と
い
う
機
能
を
も
た
せ
る
の
か
は
、
明
ら
か
と
は
な
ら
な
い
。
第
一
草
案
五
二
一
条
は
、
原
草
案
五
四
七
条
で
い
う
五
番
目
の
下
線
部
分
に
加
え
て
、
一
番
目
の
下
線
部
分
に
つ
き
、U
ebernehm
er
と
修
正
さ
れ
、
三
番
目
と
六
番
目
の
下
線
部
分
の
直
後
に
「
、
」
が
挿
入
さ
れ
た
上
で
（
60
）、
第
二
草
案
（
校
閲
草
案
）
一
三
七
三
条
と
な
っ
た
。
第
二
草
案
（
校
閲
草
案
）
一
三
七
三
条
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
一
三
九
六
条
と
同
じ
訳
と
な
る
。
第
三
読
会
で
は
、
第
二
草
案
（
校
閲
草
案
）
一
三
七
三
条
に
つ
い
て
、
同
条
中
段
の
抗
弁
の
意
で
あ
るEinw
ürfe
（
原
草
案
五
四
七
条
の
四
番
目
の
下
線
部
分
）
が
、Einw
endungen
へ
と
修
正
さ
れ
た
（
61
）。
こ
の
ほ
か
、
第
二
草
案
（
校
閲
草
案
）
前
段
末
尾
と
中
段
冒
頭
部
分
で
あ
るist.A
llein
（
原
草
案
五
四
七
条
の
二
番
目
の
下
線
部
分
）
は
、ist;
allein
と
さ
れ
た
（
62
）。
こ
う
し
て
第
二
草
案
（
校
閲
草
案
）
一
三
七
三
条
は
、
形
式
的
な
修
正
を
受
け
る
に
と
ど
ま
り
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
一
三
九
六
条
と
な
っ
た
。
同
条
の
立
法
過
程
か
ら
は
、
同
条
後
段
が
債
権
譲
渡
契
約
の
債
務
者
に
対
す
る
効
力
発
生
で
あ
る
譲
渡
通
知
に
な
ぜ
「
譲
渡
の
証
明
（
譲
受
人
の
新
債
権
者
と
し
て
の
資
格
証
明
）」
と
い
う
機
能
も
も
た
せ
る
の
か
、
そ
の
趣
旨
を
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
起
草
者
のZeiller
は
、「
行
わ
れ
た
債
権
譲
渡
に
つ
い
て
、
適
切
な
納
得
の
い
く
方
法
で
知
ら
さ
れ
る
前
に
お
い
て
は
、
債
務
者
は
、
自
称
の
債
権
の
移
転
を
受
け
た
と
い
う
者
に
対
し
て
一
回
で
安
全
に
支
払
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
債
務
者
松
山
大
学
論
集
第
三
十
巻
第
五－
一
号
四
四
521
は
、
原
債
権
者
に
よ
っ
て
支
払
を
強
制
さ
れ
る
危
険
を
冒
す
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。」
と
述
べ
る
（
63
）。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
一
三
九
五
条
お
よ
び
同
一
三
九
六
条
前
段
に
よ
り
、
譲
受
人
が
譲
渡
に
つ
い
て
証
明
す
る
こ
と
な
く
、
単
に
譲
渡
が
あ
っ
た
旨
を
通
知
し
た
に
す
ぎ
な
い
場
合
に
お
い
て
、
債
権
譲
渡
契
約
の
効
力
（
債
権
の
移
転
）
が
債
務
者
に
対
す
る
関
係
で
及
び
、
債
務
者
が
そ
の
通
知
を
し
た
譲
受
人
に
対
し
て
支
払
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
と
、
債
務
者
は
、
原
債
権
者
と
譲
渡
契
約
を
締
結
し
て
い
な
い
無
権
利
者
た
る
表
見
譲
受
人
に
対
し
て
無
効
な
弁
済
を
し
て
し
ま
い
、
原
債
権
者
ま
た
は
真
正
な
譲
受
人
に
対
す
る
さ
ら
な
る
弁
済
を
強
い
ら
れ
る
と
い
う
危
険
を
負
う
こ
と
に
な
る
（Zeiller
は
、
原
債
権
者
に
対
す
る
再
度
の
弁
済
の
危
険
の
み
を
指
摘
し
て
い
る
）。
そ
こ
で
、
債
務
者
の
二
重
弁
済
の
危
険
を
除
去
す
る
た
め
、
譲
受
人
に
対
し
て
、
譲
渡
の
証
明
を
伴
っ
た
債
務
者
へ
の
譲
渡
通
知
が
求
め
ら
れ
る
。
同
一
三
九
六
条
後
段
の
「
債
務
者
が
債
権
の
移
転
を
受
け
た
信
頼
で
き
る
者
に
対
し
て
債
権
を
真
正
な
も
の
と
認
め
た
」
と
は
、
譲
渡
の
証
明
を
伴
っ
た
譲
受
人
に
よ
る
債
務
者
へ
の
譲
渡
通
知
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
こ
と
に
な
る
。
こ
の
通
知
が
あ
れ
ば
、
債
務
者
は
、
信
頼
す
る
に
足
る
方
法
で
債
権
譲
渡
に
つ
い
て
知
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
（
上
述
の
2
を
参
照
）、
債
権
譲
渡
契
約
の
効
力
（
債
権
の
移
転
）
は
、
債
務
者
に
も
及
ぶ
こ
と
に
な
る
（
債
務
者
は
、
原
債
権
者
に
対
し
て
弁
済
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
譲
受
人
に
対
し
て
弁
済
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）（
同
一
三
九
六
条
後
段
）
（
64
）。
他
方
、
こ
の
通
知
が
な
け
れ
ば
、
債
務
者
は
、
譲
渡
に
つ
い
て
認
識
で
き
な
い
ま
ま
で
あ
り
、
債
権
譲
渡
契
約
の
効
力
は
、
債
務
者
に
対
し
て
及
ん
で
い
な
い
こ
と
に
な
る
（
債
務
者
は
、
譲
受
人
に
対
し
て
弁
済
す
る
必
要
は
な
く
、
原
債
権
者
に
弁
済
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）（
同
一
三
九
六
条
後
段
お
よ
び
同
一
三
九
五
条
後
段
）
（
65
）。Zeiller
は
、
債
権
譲
渡
契
約
の
効
力
を
債
務
者
に
対
し
て
も
及
ぼ
す
譲
渡
通
知
に
債
権
譲
渡
の
証
明
（
新
債
権
者
と
し
て
の
資
格
の
証
明
）
と
い
う
機
能
も
持
た
せ
、
債
務
者
が
表
見
譲
受
人
に
無
効
な
弁
済
を
し
て
、
原
債
権
者
ま
た
は
真
正
な
譲
受
人
に
対
し
て
さ
ら
な
る
弁
済
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
を
防
止
し
よ
う
と
す
る
規
定
こ
そ
が
同
一
三
九
六
条
後
段
で
あ
る
と
説
明
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
同
条
後
段
は
、
同
一
三
九
五
条
後
段
と
と
も
に
、
譲
受
人
が
譲
渡
の
証
明
を
伴
う
譲
渡
通
知
を
確
実
に
す
る
こ
と
で
債
務
者
か
ら
二
重
弁
済
の
危
険
を
除
去
す
る
た
め
、
こ
の
通
知
520
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
に
お
け
る
債
権
譲
渡
契
約
の
債
務
者
に
対
す
る
効
力
四
五
が
な
さ
れ
な
い
と
き
（
譲
渡
を
証
明
す
る
こ
と
な
く
、
単
に
譲
渡
が
あ
っ
た
こ
と
を
通
知
し
た
に
と
ど
ま
る
と
き
）
は
、
譲
渡
に
つ
い
て
知
ら
な
い
債
務
者
は
債
権
者
で
あ
る
原
債
権
者
に
有
効
に
弁
済
で
き
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
な
お
、Zeiller
は
、
同
一
三
九
六
条
後
段
が
譲
受
人
に
要
求
す
る
譲
渡
の
証
明
を
伴
っ
た
債
務
者
に
対
す
る
譲
渡
通
知
は
「
裁
判
外
で
文
書
に
よ
っ
て
債
権
者
が
説
明
す
る
こ
と
で
十
分
で
あ
る
。」
と
し
て
い
る
（
66
）。
譲
受
人
が
債
権
譲
渡
契
約
書
（
譲
渡
証
書
）
を
債
務
者
に
呈
示
し
て
譲
渡
に
つ
い
て
説
明
す
る
（
知
ら
せ
る
）
こ
と
（
こ
れ
がZeiller
の
言
う
、「
適
切
な
納
得
の
い
く
方
法
」
で
譲
渡
に
つ
い
て
知
ら
せ
る
こ
と
で
あ
る
）
に
よ
り
、
債
務
者
は
、
譲
渡
人
か
ら
譲
受
人
へ
の
譲
渡
を
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
、
譲
受
人
へ
の
一
回
の
有
効
な
弁
済
で
債
務
か
ら
解
放
さ
れ
る
。
債
務
者
が
表
見
譲
受
人
に
無
効
な
弁
済
を
し
て
、
真
正
な
債
権
者
に
さ
ら
な
る
弁
済
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
を
防
止
す
べ
く
、
債
権
譲
渡
契
約
の
債
務
者
に
対
す
る
効
力
発
生
要
件
で
あ
る
譲
渡
通
知
は
真
正
な
譲
受
人
で
あ
る
こ
と
の
証
明
（
新
債
権
者
の
資
格
の
証
明
）
を
伴
う
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
、
起
草
者Zeiller
に
よ
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
一
三
九
六
条
後
段
の
趣
旨
説
明
か
ら
す
る
と
、
新
債
権
者
で
あ
る
こ
と
の
資
格
証
明
を
伴
っ
た
債
務
者
に
対
す
る
譲
渡
通
知
の
主
体
は
、
譲
受
人
に
限
定
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
譲
受
人
が
真
正
な
そ
れ
で
あ
る
こ
と
は
、
譲
渡
人
も
譲
渡
通
知
に
よ
っ
て
証
明
し
う
る
（
67
）。
譲
渡
人
は
、
譲
渡
に
よ
っ
て
債
権
を
喪
失
す
る
者
で
あ
り
、
債
権
譲
渡
契
約
書
で
譲
渡
を
証
明
す
る
必
要
は
な
く
、
単
な
る
譲
渡
通
知
に
譲
渡
の
証
明
が
伴
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
（
68
）。
譲
渡
人
の
譲
渡
通
知
が
債
務
者
の
も
と
に
到
達
し
た
と
き
は
、
債
務
者
に
対
し
て
も
債
権
譲
渡
契
約
の
効
力
が
及
び
、
譲
渡
を
認
識
し
た
債
務
者
は
、
譲
受
人
に
弁
済
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
一
三
九
六
条
後
段
）。
ま
た
、
譲
渡
人
に
よ
る
譲
渡
通
知
が
債
務
者
の
も
と
に
到
達
せ
ず
、
譲
受
人
に
よ
る
譲
渡
の
証
明
を
伴
っ
た
譲
渡
通
知
も
行
わ
れ
な
い
と
き
は
、
債
務
者
は
、
履
行
請
求
を
し
て
き
た
者
に
対
し
て
弁
済
し
な
く
て
も
よ
く
、
原
債
権
者
に
弁
済
し
て
債
務
か
ら
解
放
さ
れ
、
履
行
遅
滞
の
危
険
を
負
う
こ
と
も
な
い
（
同
一
三
九
六
条
後
段
お
よ
び
同
一
三
九
五
条
後
段
）。
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三日
本
民
法
典
四
六
七
条
一
項
の
解
釈
論
へ
の
示
唆
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
一
三
九
四
条
お
よ
び
同
一
三
九
五
条
か
ら
、
債
権
譲
渡
契
約
の
効
力
は
、
譲
渡
人
と
譲
受
人
が
同
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
に
よ
り
、
譲
渡
人
と
譲
受
人
に
対
し
て
は
及
ぶ
も
の
の
、
債
務
者
と
の
関
係
で
は
債
務
者
に
対
す
る
譲
渡
通
知
が
な
け
れ
ば
及
ば
な
い
と
す
る
。
も
し
、
譲
渡
契
約
締
結
の
み
に
よ
っ
て
債
務
者
に
対
し
て
も
同
契
約
の
効
力
が
及
ぶ
と
す
る
と
、
譲
渡
契
約
当
事
者
で
は
な
い
た
め
譲
渡
に
つ
い
て
知
ら
な
い
債
務
者
は
譲
渡
人
に
無
効
な
弁
済
を
し
て
、
譲
受
人
へ
の
さ
ら
な
る
弁
済
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
譲
渡
の
前
に
は
一
回
の
弁
済
で
債
務
か
ら
解
放
さ
れ
た
債
務
者
が
譲
渡
後
に
は
二
回
の
弁
済
に
よ
ら
な
け
れ
ば
解
放
さ
れ
え
な
い
こ
と
を
意
味
し
、
譲
渡
に
関
与
し
な
い
債
務
者
を
害
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
債
権
譲
渡
の
基
本
理
念
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
（
69
）。
譲
渡
通
知
が
あ
れ
ば
、
債
務
者
は
、
新
債
権
者
で
あ
る
譲
受
人
へ
の
一
回
の
弁
済
に
よ
っ
て
債
務
か
ら
解
放
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
譲
渡
通
知
が
あ
れ
ば
、
債
権
譲
渡
契
約
の
効
力
を
債
務
者
に
及
ぼ
し
て
よ
い
こ
と
に
な
る
（
同
一
三
九
六
条
前
段
）。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
の
債
権
譲
渡
制
度
は
、
債
務
者
に
対
す
る
関
係
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
一
六
九
〇
条
の
対
抗
要
件
主
義
を
採
り
、
譲
渡
通
知
を
債
権
譲
渡
契
約
の
効
力
発
生
要
件
と
し
て
、
譲
渡
に
つ
い
て
知
ら
な
い
債
務
者
か
ら
二
重
弁
済
の
危
険
を
除
去
し
て
い
る
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
一
三
九
五
条
お
よ
び
同
一
三
九
六
条
を
参
照
し
た
法
典
調
査
会
民
法
起
草
委
員
は
、
甲
号
議
案
四
七
〇
条
の
起
草
に
あ
た
り
、
旧
民
法
財
産
編
三
四
七
条
一
項
の
趣
旨
を
引
き
継
ぎ
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
の
一
六
九
〇
条
の
対
抗
要
件
主
義
を
採
用
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
債
務
者
に
対
す
る
関
係
で
や
は
り
対
抗
要
件
主
義
に
立
つ
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
の
債
権
譲
渡
制
度
は
、
甲
号
議
案
四
七
〇
条
一
項
に
お
け
る
対
抗
要
件
主
義
の
採
用
を
後
押
し
し
た
と
い
え
よ
う
。
518
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
に
お
け
る
債
権
譲
渡
契
約
の
債
務
者
に
対
す
る
効
力
四
七
と
は
い
え
、
現
行
日
本
民
法
典
は
、
四
六
八
条
（
以
下
「
民
法
四
六
八
条
」
と
い
う
。）
を
置
い
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
債
務
者
は
、
譲
渡
通
知
が
債
務
者
に
到
達
す
る
前
に
債
務
者
が
譲
渡
人
に
対
し
て
し
た
弁
済
を
譲
受
人
に
対
抗
で
き
る（
同
条
二
項
）。
も
し
、
債
権
譲
渡
契
約
の
効
力
が
譲
渡
人
と
譲
受
人
の
同
契
約
締
結
の
み
に
よ
っ
て
債
務
者
に
も
及
ん
だ
と
し
て
も
、
譲
渡
に
関
与
せ
ず
、
譲
渡
に
つ
い
て
知
ら
な
い
債
務
者
が
譲
渡
通
知
到
達
前
に
無
権
利
者
た
る
譲
渡
人
に
対
し
て
弁
済
し
た
と
き
は
、
債
務
者
の
そ
の
弁
済
は
、
特
別
に
有
効
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
起
草
委
員
が
参
照
し
た
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
の
よ
う
に
、「
譲
渡
債
権
は
、
譲
渡
人
と
譲
受
人
が
債
権
譲
渡
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
譲
渡
人
と
譲
受
人
と
の
間
だ
け
で
は
な
く
、
債
務
者
に
対
す
る
関
係
で
も
完
全
に
譲
渡
人
か
ら
譲
受
人
へ
と
移
転
す
る
」と
し（
債
権
の
特
定
承
継
原
則
の
採
用
）、
譲
渡
を
知
ら
な
い
債
務
者
が
譲
渡
人
に
譲
渡
人
に
無
効
な
弁
済
を
し
て
、
二
重
弁
済
の
危
険
を
負
う
恐
れ
が
あ
る
と
こ
ろ
、
そ
の
弁
済
を
「
特
別
に
例
外
的
に
有
効
と
す
る
」
こ
と
で
、
債
務
者
の
二
重
弁
済
の
危
険
を
除
去
す
る
と
い
う
考
え
方
が
（
70
）、
参
考
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
起
草
委
員
の
理
解
と
は
異
な
る
も
の
の
、
民
法
四
六
七
条
一
項
は
、
債
権
譲
渡
契
約
の
効
力
は
同
契
約
締
結
に
よ
っ
て
債
務
者
に
も
及
ぶ
こ
と
を
前
提
と
し
た
規
定
で
あ
る
と
理
解
で
き
る
。
民
法
四
六
八
条
に
よ
っ
て
、
譲
渡
に
つ
い
て
知
ら
な
い
た
め
に
無
権
利
者
た
る
譲
渡
人
に
対
し
て
し
た
債
務
者
の
弁
済
は
例
外
的
に
有
効
と
さ
れ
、
譲
渡
の
前
後
で
「
一
回
の
弁
済
に
よ
っ
て
債
務
か
ら
解
放
さ
れ
る
」
と
い
う
債
務
者
の
法
的
地
位
は
害
さ
れ
な
い
か
ら
、
民
法
四
六
七
条
一
項
を
対
抗
要
件
主
義
に
よ
っ
て
説
明
す
る
必
要
は
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
理
解
を
し
て
も
、
債
権
譲
渡
契
約
当
事
者
で
は
な
い
債
務
者
の
法
的
地
位
を
譲
渡
に
よ
っ
て
害
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
債
権
譲
渡
法
の
基
本
理
念
は
（
71
）、
実
現
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
譲
渡
通
知
を
債
権
譲
渡
契
約
の
債
務
者
に
対
す
る
効
力
発
生
要
件
と
す
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
の
債
権
譲
渡
制
度
は
、
民
法
四
六
七
条
一
項
の
解
釈
論
に
示
唆
を
与
え
る
も
の
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
、
民
法
四
六
七
条
一
項
の
趣
旨
は
、
ど
の
よ
う
に
解
さ
れ
る
べ
き
か
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
の
債
権
譲
渡
制
度
は
、
譲
渡
通
知
に
債
権
譲
渡
契
約
の
効
力
を
債
務
者
と
の
関
係
で
発
生
さ
せ
る
と
い
う
機
能
と
と
も
に
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
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民
法
典
一
三
九
五
条
お
よ
び
同
一
三
九
六
条
前
段
）、
譲
受
人
に
新
債
権
者
（
真
正
な
譲
受
人
）
と
し
て
の
資
格
を
債
務
者
に
証
明
さ
せ
る
と
い
う
機
能
を
も
た
せ
て
い
る
。
こ
の
証
明
が
な
い
と
き
は
、
債
務
者
は
、
譲
渡
に
つ
い
て
知
ら
な
い
こ
と
に
な
り
、
譲
受
人
に
対
し
て
債
務
を
負
担
し
て
お
ら
ず
、
債
権
者
で
あ
る
原
債
権
者
に
弁
済
し
う
る
（
同
一
三
九
六
条
後
段
お
よ
び
同
一
三
九
五
条
後
段
）。
こ
れ
は
、
債
務
者
が
表
見
譲
受
人
に
対
し
て
無
効
な
弁
済
を
し
て
、
真
正
な
債
権
者
（
原
債
権
者
ま
た
は
真
正
な
譲
受
人
）
に
さ
ら
な
る
弁
済
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
も
の
で
あ
る
。
法
典
調
査
会
民
法
起
草
委
員
は
、
対
抗
要
件
主
義
を
前
提
と
し
つ
つ
、
甲
号
議
案
四
七
〇
条
一
項
の
譲
渡
通
知
の
主
体
を
譲
渡
人
に
限
定
し
、
譲
渡
人
の
譲
渡
通
知
に
譲
渡
の
証
明
と
い
う
機
能
も
担
わ
せ
て
、
債
務
者
の
二
重
弁
済
の
危
険
を
除
去
し
た
（
72
）。
そ
し
て
、
譲
渡
人
の
譲
渡
通
知
が
な
い
状
態
で
譲
受
人
と
称
す
る
者
か
ら
履
行
請
求
さ
れ
た
債
務
者
は
、
原
債
権
者
に
有
効
に
弁
済
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
甲
号
議
案
四
七
〇
条
一
項
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
債
権
譲
渡
法
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
と
い
え
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
民
法
四
六
七
条
一
項
は
、
債
権
譲
渡
契
約
の
効
力
は
同
契
約
締
結
の
み
に
よ
っ
て
債
務
者
に
も
及
ぶ
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
譲
受
人
が
単
に
譲
渡
を
通
知
し
た
だ
け
で
債
務
者
に
対
し
て
履
行
請
求
で
き
る
と
す
る
な
ら
ば
、
譲
渡
契
約
当
事
者
で
は
な
い
債
務
者
は
、
表
見
譲
受
人
に
無
効
な
弁
済
を
し
て
、
真
正
な
債
権
者
に
対
し
て
さ
ら
な
る
弁
済
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
譲
渡
通
知
に
譲
渡
の
証
明
と
い
う
機
能
を
も
た
せ
る
べ
き
で
あ
り
、
民
法
四
六
七
条
一
項
は
、
譲
渡
通
知
の
主
体
を
譲
渡
人
に
限
定
し
、
譲
渡
人
に
よ
る
譲
渡
通
知
が
な
い
と
き
は
、
譲
受
人
は
債
務
者
に
対
す
る
関
係
で
も
自
ら
に
帰
属
し
て
い
る
譲
渡
債
権
の
行
使
を
債
務
者
に
対
抗
で
き
な
い
と
規
定
し
て
い
る
と
解
す
る
べ
き
で
あ
る
（
譲
渡
人
に
よ
る
譲
渡
通
知
は
、
譲
受
人
の
債
務
者
に
対
す
る
譲
渡
債
権
の
権
利
行
使
要
件
と
捉
え
る
こ
と
に
な
る
）。
そ
し
て
、
譲
渡
人
に
よ
る
譲
渡
通
知
を
具
備
す
る
こ
と
な
く
譲
受
人
が
債
務
者
に
対
し
て
履
行
請
求
を
し
て
き
た
と
き
は
、
債
務
者
は
、
そ
の
請
求
を
拒
絶
す
る
と
と
も
に
、
原
債
権
者
（
譲
渡
人
）
に
有
効
に
弁
済
を
す
る
こ
と
で
、
履
行
遅
滞
の
危
険
も
回
避
で
き
る
（
民
法
四
六
八
条
二
項
）。
な
お
、
譲
受
人
が
譲
渡
契
約
書
で
譲
渡
を
証
明
す
る
こ
と
に
よ
り
、
債
務
者
が
譲
渡
を
承
諾
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オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
に
お
け
る
債
権
譲
渡
契
約
の
債
務
者
に
対
す
る
効
力
四
九
し
た
と
き
は
、
そ
の
債
務
者
に
は
表
見
譲
受
人
に
対
す
る
無
効
な
弁
済
の
危
険
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
債
務
者
の
承
諾
は
、
譲
渡
の
証
明
方
法
で
あ
り
、
民
法
四
六
七
条
一
項
は
、
債
務
者
の
承
諾
も
譲
受
人
が
自
ら
に
帰
属
し
て
い
る
譲
渡
債
権
を
債
務
者
に
対
し
て
行
使
す
る
た
め
の
要
件
と
し
て
い
る
。
譲
渡
人
の
譲
渡
通
知
も
な
く
、
譲
受
人
に
よ
る
譲
渡
の
証
明
も
な
い
と
き
は
、
債
務
者
は
、
原
債
権
者
（
譲
渡
人
）
に
弁
済
す
る
こ
と
が
で
き
、
後
に
譲
渡
を
譲
受
人
に
承
諾
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
承
諾
が
異
議
を
と
ど
め
な
い
承
諾
で
は
な
い
限
り
（
73
）、
譲
受
人
に
債
務
を
負
担
す
る
こ
と
は
な
い
（
民
法
四
六
八
条
一
項
前
段
）（
債
務
者
は
、
履
行
遅
滞
の
危
険
も
負
わ
な
い
）。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
の
債
権
譲
渡
制
度
と
民
法
四
六
七
条
一
項
と
は
、
対
抗
要
件
主
義
を
採
用
し
て
い
る
か
否
か
と
い
う
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
前
者
と
後
者
は
、
債
権
譲
渡
契
約
に
関
与
し
て
い
な
い
債
務
者
が
表
見
譲
受
人
に
無
効
な
弁
済
を
し
て
、
真
の
債
権
者
に
対
し
て
さ
ら
な
る
弁
済
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
か
ら
、
譲
渡
人
に
よ
る
譲
渡
通
知
ま
た
は
債
務
者
に
よ
る
承
諾
に
よ
っ
て
譲
受
人
に
譲
渡
を
証
明
さ
せ
る
と
い
う
視
点
が
出
て
く
る
の
で
あ
り
、
民
法
四
六
七
条
一
項
は
、
こ
う
し
た
通
知
ま
た
は
承
諾
を
債
務
者
と
の
関
係
で
も
譲
受
人
に
帰
属
し
て
い
る
譲
渡
債
権
を
債
務
者
に
対
し
て
行
使
す
る
た
め
の
要
件
と
し
て
、
こ
の
証
明
を
確
実
な
も
の
と
し
て
い
る
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
者
は
、
後
者
の
解
釈
論
に
示
唆
を
与
え
る
も
の
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
（
1
）
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
所
収
『
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
』（
日
本
学
術
振
興
会
版
）
二
二
巻
一
三
七
丁
裏－
一
三
八
丁
表
（
コ
マ
番
号
は
141
／
189
）
を
参
照
。
（
2
）
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
所
収
『
民
法
第
一
議
案
』（
日
本
学
術
振
興
会
版
）
三
二
八
丁
裏
（
コ
マ
番
号
は
334
／
627
）、
お
よ
び
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
所
収
『
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
』（
日
本
学
術
振
興
会
版
）
二
二
巻
一
三
八
丁
表
（
コ
マ
番
号
は
141
／
189
）
を
参
照
。
一
八
九
二
（
明
治
二
五
）
年
一
一
月
二
四
日
公
布
の
民
法
及
商
法
施
行
延
期
法
律
（
法
律
第
八
号
）
を
受
け
て
定
め
ら
れ
た
、「
法
典
調
査
ノ
方
針
」
の
第
一
条
前
段
「
既
成
ノ
法
典
ニ
就
キ
各
条
項
ヲ
査
覈
シ
必
要
ノ
修
補
刪
正
ヲ
施
ス
ヲ
以
テ
調
査
ノ
目
的
ト
ス
」
か
ら
、
甲
号
議
案
は
、
旧
民
法
典
の
規
定
の
修
正
原
案
（
起
草
委
員
は
、「
修
正
本
案
」
と
よ
ん
で
い
る
﹇
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
松
山
大
学
論
集
第
三
十
巻
第
五－
一
号
五
〇
515
ン
所
収
『
法
典
調
査
会
民
法
主
査
会
議
事
速
記
録
』〔
日
本
学
術
振
興
会
版
〕
第
一
巻
二
丁
表
〔
コ
マ
番
号
は
7
／
225
〕
の
富
井
政
章
起
草
委
員
発
言
を
参
照
﹈。）
を
指
す
と
い
え
る
。
な
お
、
広
中
俊
雄
「
日
本
民
法
典
編
纂
史
と
そ
の
資
料
―
旧
民
法
公
布
以
後
に
つ
い
て
の
概
観
―
」
民
法
研
究
一
号
（
一
九
九
六
年
）
一
三
七－
一
七
〇
頁
の
う
ち
、
特
に
「
日
本
民
法
典
編
纂
史
略
年
表
」（
一
四
一－
一
四
四
頁
）、
お
よ
び
拙
稿
「
民
法
四
六
七
条
と
ザ
ク
セ
ン
民
法
」
松
山
大
学
論
集
二
九
巻
五
号
（
二
〇
一
七
年
）
三
四
四
頁
の
注
（
1
）
を
参
照
。
（
3
）
本
稿
は
、
文
献
の
表
題
や
引
用
に
お
け
る
表
記
に
つ
い
て
、
新
字
体
を
用
い
て
い
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。
（
4
）
仁
井
田
益
太
郎＝
穂
積
重
遠＝
平
野
義
太
郎
「
仁
井
田
博
士
に
民
法
典
編
纂
事
情
を
聴
く
座
談
会
」
法
時
一
〇
巻
七
号
（
一
九
三
八
年
）
二
九
頁
か
ら
三
〇
頁
ま
で
の
起
草
委
員
分
担
表
の
う
ち
、
二
九
頁
掲
載
部
分
を
参
照
。
ま
た
、
星
野
通『
明
治
民
法
編
纂
史
研
究
』（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
、
一
九
四
三
年
）
一
七
八
頁
お
よ
び
福
島
正
夫
編
『
明
治
民
法
の
制
定
と
穂
積
文
書
』（
民
法
成
立
過
程
研
究
会
、
一
九
五
六
年
）（
同
編
『
穂
積
陳
重
立
法
関
係
文
書
の
研
究
』﹇
信
山
社
、
一
九
八
九
年
﹈
所
収
）
五
四
頁
を
参
照
。
（
5
）
こ
の
修
正
原
案
が
定
ま
る
プ
ロ
セ
ス
は
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
所
収
『
法
典
調
査
会
民
法
総
会
議
事
速
記
録
』（
日
本
学
術
振
興
会
版
）
一
巻
三
丁
表
（
コ
マ
番
号
は
7
／
291
）
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
法
典
調
査
規
程
（
一
八
九
三
﹇
明
治
二
六
﹈
年
四
月
二
七
日
内
閣
総
理
大
臣
制
定
）
第
一
条
「
法
典
ノ
修
正
ハ
単
独
起
草
合
議
定
案
ノ
方
法
ニ
依
ル
」
に
基
づ
く
。
星
野
博
士
は
こ
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
、「
穂
積
、
富
井
、
梅
三
起
草
委
員
は
各
章
或
は
各
節
を
分
担
し
て
単
独
的
に
草
案
を
起
草
し
、
し
か
る
後
共
同
合
議
し
て
修
正
原
案
を
作
つ
た
の
で
あ
る
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
（
星
野
・
前
掲
注
（
4
）
一
六
九
頁
を
参
照
）。
（
6
）
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
所
収
『
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
』（
日
本
学
術
振
興
会
版
）
二
二
巻
一
三
八
丁
表
（
コ
マ
番
号
は
141
／
189
）。
（
7
）
池
田
真
朗
『
債
権
譲
渡
の
研
究
』（
増
補
二
版
）（
弘
文
堂
、
二
〇
〇
四
年
）
一
四－
一
七
頁
を
参
照
。
（
8
）
フ
ラ
ン
ス
民
法
一
六
九
〇
条
は
、
次
の
よ
う
な
規
定
で
あ
る
（
池
田
・
前
掲
注
（
7
）
三
五
〇
頁
か
ら
引
用
）。
「
①
譲
受
人
は
、
債
務
者
に
対
し
て
な
さ
れ
る
移
転
の
送
達
に
よ
っ
て
で
な
け
れ
ば
、
第
三
者
に
対
抗
し
え
な
い
。
②
た
だ
し
、
譲
受
人
は
、
債
務
者
に
よ
っ
て
公
正
証
書
に
お
い
て
な
さ
れ
る
移
転
の
承
諾
に
よ
っ
て
も
同
様
に
﹇
第
三
者
に
﹈
対
抗
し
う
る
。」
（
9
）
梅
謙
次
郎
『
民
法
要
義
巻
之
三
債
権
編
』（
第
三
五
版
）（
有
斐
閣
、
一
九
一
六
年
）（
岡
孝
編
﹇
法
政
大
学
図
書
館
、
法
政
大
学
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
記
念
現
代
法
研
究
所
監
修
﹈『
梅
謙
次
郎
著
作
全
集
Ｃ
Ｄ
版
』﹇
丸
善
、
二
〇
〇
三
年
﹈
所
収
﹇
Ｉ
Ｄ
1145
番
﹈）
二
〇
八－
二
一
〇
頁
を
参
照
。
（
10
）
池
田
・
前
掲
注
（
7
）
一
六
頁
を
参
照
。
（
11
）
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
所
収
『
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
』（
日
本
学
術
振
興
会
版
）
二
二
巻
一
三
八
丁
表
（
コ
マ
番
号
は
141
／
189
）
を
参
照
。
514
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
に
お
け
る
債
権
譲
渡
契
約
の
債
務
者
に
対
す
る
効
力
五
一
（
12
）
梅
起
草
委
員
は
明
治
三
一
年
民
法
典
に
つ
い
て
、「
矢
張
リ
独
逸
法
ト
尠
ク
モ
同
ジ
イ
位
ノ
程
度
ニ
於
テ
ハ
仏
蘭
西
民
法
又
ハ
其
仏
蘭
西
民
法
カ
ラ
出
デ
タ
ル
所
ノ
他
ノ
法
典
及
ビ
之
ニ
関
ス
ル
学
説
、
裁
判
例
ト
イ
フ
モ
ノ
ガ
参
考
ニ
ナ
ツ
テ
出
来
タ
モ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
ル
、
故
ニ
我
邦
ニ
於
テ
ハ
特
ニ
仏
蘭
西
民
法
ニ
負
フ
所
ガ
多
イ
ト
言
ツ
テ
モ
宜
カ
ラ
ウ
カ
ト
考
ヘ
マ
ス
」
と
述
べ
て
い
る
（
梅
謙
次
郎
「
開
会
ノ
辞
及
ヒ
仏
国
民
法
編
纂
ノ
沿
革
」
法
理
研
究
会
編
『
仏
蘭
西
民
法
百
年
紀
念
論
集
』﹇
法
理
研
究
会
、
一
九
〇
五
年
﹈﹇
岡
・
前
掲
注
（
9
）
所
収
〔
Ｉ
Ｄ
0811
番
〕﹈
三－
四
頁
）。
（
13
）
梅
謙
次
郎
「
我
新
民
法
ト
外
国
ノ
民
法
（
続
）」
法
典
質
疑
録
九
号
（
一
八
九
六
年
）（
岡
・
前
掲
注
（
9
）
所
収
﹇
Ｉ
Ｄ
0278
番
﹈）
七
七
九－
七
八
〇
頁
。
（
14
）
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
民
法
四
六
七
条
と
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
（
一
〜
二
・
完
）」
松
山
大
学
論
集
二
三
巻
一
号
（
二
〇
一
一
年
）
一
六
三－
一
九
二
頁
、
お
よ
び
同
二
三
巻
四
号
（
二
〇
一
一
年
）
二
三
七－
二
六
四
頁
を
参
照
。
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
民
法
四
六
七
条
と
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
」
松
山
大
学
論
集
二
八
巻
一
号
（
二
〇
一
六
年
）
三
六
一－
三
九
四
頁
、
ザ
ク
セ
ン
民
法
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
民
法
四
六
七
条
と
ザ
ク
セ
ン
民
法
」
松
山
大
学
論
集
二
九
巻
五
号
（
二
〇
一
七
年
）
三
三
七－
三
七
二
頁
を
参
照
。
（
15
）
皆
川
宏
之
「
法
典
編
纂
と
自
然
法
論
（
一
）―
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
第
七
条
の
成
立
史
を
題
材
と
し
て
―
」
法
学
論
叢
一
四
七
巻
五
号
（
二
〇
〇
〇
年
）
一
一
二
頁
を
参
照
。
（
16
）
仁
井
田
益
太
郎
起
草
委
員
補
助
は
、「
修
正
原
案
が
出
来
れ
ば
直
に
そ
れ
を
調
査
委
員
会
に
出
し
た
の
で
す
。
修
正
原
案
を
議
す
る
調
査
委
員
会
は
、
私
の
記
憶
で
は
、
終
り
に
は
隔
日
に
や
り
ま
し
た
が
、
初
め
の
内
は
一
週
一
回
の
こ
と
も
あ
り
二
回
の
こ
と
も
あ
つ
た
。
兎
に
角
委
員
会
が
一
週
間
に
一
度
も
開
か
れ
な
か
つ
た
こ
と
は
余
り
無
い
と
思
ひ
ま
す
。
詰
り
成
る
べ
く
途
切
れ
な
い
や
う
に
原
案
を
作
る
こ
と
に
起
草
委
員
が
努
力
せ
ら
れ
た
。
だ
か
ら
比
較
的
早
く
出
来
上
つ
た
訳
で
す
。
民
法
前
三
編
の
草
案
は
明
治
二
八
年
末
に
議
了
せ
ら
れ
、
親
族
、
相
続
の
二
編
は
明
治
三
〇
年
末
に
議
了
せ
ら
れ
た
」
と
述
べ
て
い
る
（
仁
井
田
益
太
郎＝
穂
積
重
遠＝
平
野
義
太
郎
「
仁
井
田
博
士
に
民
法
典
編
纂
事
情
を
聴
く
座
談
会
」
法
律
時
報
一
〇
巻
七
号
（
一
九
三
八
年
）
一
九－
二
〇
頁
）。
調
査
委
員
会
（
法
典
調
査
委
員
会
）
に
つ
い
て
は
、
星
野
・
前
掲
注
（
4
）
一
八
二
頁
を
参
照
（
七
戸
克
彦
「
現
行
民
法
典
を
創
っ
た
人
々
1
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
六
五
三
号
﹇
二
〇
〇
九
年
﹈
四
一
頁
も
参
照
）。
し
た
が
っ
て
、
甲
号
議
案
四
七
〇
条
を
審
議
し
た
一
八
九
五
（
明
治
二
八
）
年
三
月
二
二
日
の
直
前
に
、
同
条
の
起
草
は
終
わ
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
（
甲
号
議
案
四
七
〇
条
が
調
査
委
員
に
配
布
さ
れ
た
の
は
、
同
年
の
三
月
一
九
日
で
あ
る
﹇
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
『
民
法
第
一
議
案
』
〔
日
本
学
術
振
興
会
版
〕
三
二
八
丁
表
〔
コ
マ
番
号
は
334
／
627
〕
を
参
照
﹈。）。
（
17
）
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
所
収
『
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
』（
日
本
学
術
振
興
会
版
）
二
二
巻
一
三
八
丁
表
（
コ
マ
番
松
山
大
学
論
集
第
三
十
巻
第
五－
一
号
五
二
513
号
は
141
／
189
）
を
参
照
。
（
18
）
梅
謙
次
郎
「
我
新
民
法
ト
外
国
ノ
民
法
」
法
典
質
疑
録
八
号
（
一
八
九
六
年
）
（
岡
・
前
掲
注
（
9
）
所
収
﹇
Ｉ
Ｄ
0277
番
﹈）
六
七
二
頁
を
参
照
。
こ
れ
に
対
し
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
の
「
簡
潔
さ
と
理
論
の
乏
し
さ
は
、
柔
軟
な
解
釈
を
可
能
に
し
た
」
と
の
評
価
も
あ
る
（
ツ
ヴ
ァ
イ
ゲ
ル
ト＝
ケ
ッ
ツ
﹇
大
木
雅
夫
訳
﹈『
比
較
法
概
論
・
原
論
上
』﹇
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
四
年
﹈
三
〇
七
頁
）。
（
18
の
2
）
本
稿
に
お
け
る
「
債
権
」
と
は
、
既
発
生
の
指
名
債
権
を
い
う
。
（
19
）
前
掲
注
（
17
）
を
参
照
。
（
20
）D
as
allgem
eine
bürgerliche
G
esetzbuch
für
das
K
aiserthum
O
esterreich
sam
m
tallen
dasselbe
ergänzenden
und
erläuternden
G
esetzen
und
V
erordnungen,
und
den
grundsätzliche
Entscheidungen
des
k.k.obersten
G
erichtshofes.
Zw
ölfte
verbesserte
A
uflage.
（Taschenausgabe
der
österreichischen
G
esetze.
Zw
eiter
B
and
:
D
as
allgem
eine
bürgerliche
G
esetzbuch.
M
anz’sche
k.k.H
of-
V
erlags-
und
U
niversitäts-B
uchhandlung,1887
.
）,S.363
.
（
21
）V
gl.A
B
G
B
Praxiskom
m
entar,
B
and
6
,
§§1293
－
1503
A
B
G
B
,4
.,
neu
bearbeitete
A
uflage,
herausgegeben
von
H
R
d.O
G
H
U
niv.
Prof.D
r.G
eorg
K
odek,
auf
G
rundlage
der
von
em
.o.U
niv.Prof.D
r.M
ichael
Schw
im
ann
herausgegebenen
V
orauflagen,
LexisN
exis
V
erlag,2016
,
S.1080
.
（
22
）V
gl.A
B
G
B
Praxiskom
m
entar,
a.a.O
.
（Fn.21
）,S.1083
.
（
23
）
須
田
晟
雄
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
錯
誤
法
の
生
成
（
二
）―
立
法
史
の
考
察
を
中
心
と
し
て
―
」
北
海
学
園
大
学
法
学
研
究
二
二
巻
三
号
（
一
九
八
七
年
）
二
頁
、
皆
川
宏
之
「
法
典
編
纂
と
自
然
法
論
（
二
）・
完
―
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
第
七
条
の
成
立
史
を
題
材
と
し
て
―
」
法
学
論
叢
一
四
九
巻
四
号
（
二
〇
〇
一
年
）
一
三
〇
頁
、
お
よ
び
小
野
秀
誠
『
ド
イ
ツ
法
学
と
法
実
務
家
』（
信
山
社
、
二
〇
一
七
年
）
三
一
一
頁
を
参
照
。
（
24
）D
er
U
r＝
Entw
urf
und
die
B
erathungs＝
Protokolle
des
O
esterreichischen
A
llgem
einen
bürgerlichen
G
esetzbuches.
H
erausgegeben
von
D
r.Julius
O
fner.I.B
and.A
lfred
H
ölder
k.k.H
of ＝
und
U
niversitäts＝
B
uchhändler,1889
.
S.C
X
X
X
IX
.
原
草
案
第
三
編
に
は
編
名
が
付
さ
れ
て
い
な
い
。
な
お
、
こ
の
文
献
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
（A
B
G
B
）
の
著
名
な
制
定
資
料
と
さ
れ
、「
草
案
の
ほ
か
、
審
議
録
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
り
、
今
日
のA
B
G
B
の
起
草
を
検
討
す
る
さ
い
に
不
可
欠
の
ま
と
ま
っ
た
文
献
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
（
小
野
・
前
掲
注
（
23
）
三
二
九
頁
を
参
照
）。
（
25
）
V
gl.D
er
U
r＝
Entw
urf
und
die
B
erathungs＝
Protokolle
des
O
esterreichischen
A
llgem
einen
bürgerlichen
G
esetzbuches.
H
erausgegeben
von
D
r.Julius
O
fner.II.B
and.A
lfred
H
ölder
k.k.H
of ＝
und
U
niversitäts＝
B
uchhändler,1889
.
S.236
.
（
26
）D
er
U
r＝
Entw
urf,
a.a.O
.
（Fn.25
）,S.236
.
512
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
に
お
け
る
債
権
譲
渡
契
約
の
債
務
者
に
対
す
る
効
力
五
三
（
27
）V
gl.D
er
U
r＝
Entw
urf,
a.a.O
.
（Fn.25
）,S.236
.
（
28
）V
gl.D
er
U
r＝
Entw
urf,
a.a.O
.
（Fn.25
）,S.442
.
（
29
）
前
掲
注
（
24
）
を
参
照
。
（
30
）D
er
U
r＝
Entw
urf,
a.a.O
.
（Fn.25
）,S.445
.
（
31
）V
gl.D
er
U
r＝
Entw
urf,
a.a.O
.
（Fn.25
）,S.810
.
（
32
）V
gl.D
er
U
r＝
Entw
urf,
a.a.O
.
（Fn.25
）,S.445
.
（
33
）V
gl.D
er
U
r＝
Entw
urf,
a.a.O
.
（Fn.25
）,S.805
,808
und810
.
（
34
）
小
野
・
前
掲
注
（
23
）
三
一
一
頁
お
よ
び
三
二
五
頁
を
参
照
（
同
書
三
一
一
頁
に
よ
れ
ばZeiller
は
、
草
案
理
由
書
も
執
筆
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
筆
者
は
、
こ
の
理
由
書
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
）。
ま
た
、
皆
川
宏
之
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
民
法
典
の
成
立
―
特
に
国
家
制
定
法
と
人
的
権
に
関
す
る
規
定
の
編
纂
過
程
を
中
心
と
し
て
」
比
較
法
史
学
会
編
『
比
較
法
史
研
究
第
七
号
』（
比
較
法
制
研
究
所
、
一
九
九
八
年
）
二
五
三
頁
お
よ
び
皆
川
・
前
掲
注
（
23
）
一
三
〇
頁
も
参
照
。
（
35
）
Ｆ
・
ヴ
ィ
ー
ア
ッ
カ
ー
（
鈴
木
禄
弥
訳
）『
近
世
私
法
史
』（
創
文
社
、
一
九
六
一
年
）
四
二
四
頁
は
、「
ツ
ァ
イ
ラ
ー
は
、〔
編
纂
者
で
あ
る
と
〕
同
時
に
、
か
れ
自
身
の
作
品
〔＝
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
〕
の
最
重
要
な
註
釈
者
と
も
な
る
に
至
っ
た
。」
と
述
べ
て
い
る
。
（
36
）C
om
m
entar
über
das
allgem
eine
bürgerliche
G
esetzbuch
für
die
gesam
m
ten
D
eutschen
Erbländer
der
O
esterreichischen
M
onarchie.
V
on
Franz
Edlen
von
Zeiller,
V
ierter
B
and,
sam
m
tR
egister.
In
G
eistingers
V
erlagshandlung,1813
,
S.83
.
（
37
）C
om
m
entar
über
das
allgem
eine
bürgerliche
G
esetzbuch,
a.a.O
.
（Fn.36
）,S.83
.
（
38
）C
om
m
entar
über
das
allgem
eine
bürgerliche
G
esetzbuch,
a.a.O
.
（Fn.36
）,S.84
.
（
39
）D
as
allgem
eine
bürgerliche
G
esetzbuch
für
das
K
aiserthum
O
esterreich,
a.a.O
.
（Fn.20
）,S.364
.
（
40
）D
er
U
r＝
Entw
urf,
a.a.O
.
（Fn.24
）,S.C
X
X
X
IX
und
C
X
L.
（
41
）D
er
U
r＝
Entw
urf,
a.a.O
.
（Fn.25
）,S.236
.
（
42
）V
gl.D
er
U
r＝
Entw
urf,
a.a.O
.
（Fn.25
）,S.236
.
（
43
）V
gl.D
er
U
r＝
Entw
urf,
a.a.O
.
（Fn.25
）,S.446
.
（
44
）V
gl.D
er
U
r＝
Entw
urf,
a.a.O
.
（Fn.25
）,S.810
.
な
お
、
修
正
後
の
文
言
に
お
け
る
下
線
は
、
筆
者
が
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
（
45
）
た
だ
し
、letzten
の
語
は
、Letzten
と
修
正
さ
れ
て
い
る
（
下
線
は
、
筆
者
が
付
し
た
。）（D
as
allgem
eine
bürgerliche
G
esetzbuch
für
das
K
aiserthum
O
esterreich,
a.a.O
.
（Fn.20
）,S.364
.
）。
松
山
大
学
論
集
第
三
十
巻
第
五－
一
号
五
四
511
（
46
）C
om
m
entar
über
das
allgem
eine
bürgerliche
G
esetzbuch,
a.a.O
.
（Fn.36
）,S.87
.
（
47
）C
om
m
entar
über
das
allgem
eine
bürgerliche
G
esetzbuch,
a.a.O
.
（Fn.36
）,S.87
.
（
48
）Zeiller
も
ま
た
、「
債
権
譲
渡
の
前
後
で
こ
れ
に
関
与
し
な
い
債
務
者
の
法
的
地
位
が
害
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
（C
om
m
entar
über
das
allgem
eine
bürgerliche
G
esetzbuch,
a.a.O
.
（Fn.36
）,S.89
.
）。
（
49
）
フ
ラ
ン
ス
債
権
譲
渡
制
度
の
対
抗
要
件
主
義
（
フ
ラ
ン
ス
民
法
一
六
九
〇
条
）
は
、「
債
権
譲
渡
契
約
の
過
程
に
参
加
で
き
な
い
債
務
者
を
、
債
権
譲
渡
の
事
実
を
知
ら
な
い
た
め
に
不
測
の
損
害
を
被
る
こ
と
か
ら
保
護
す
る
方
策
」
と
し
て
も
採
用
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
（
池
田
真
朗
「
民
法
四
六
七
条
・
四
六
八
条
（
指
名
債
権
の
譲
渡
）」
広
中
俊
雄
ほ
か
『
民
法
典
の
百
年
Ⅲ
』
﹇
有
斐
閣
、
一
九
九
八
年
﹈
一
〇
五－
一
〇
七
頁
）。
（
50
）Ö
sterreichs
A
llgem
eines
B
ürgerliches
G
esetzbuch
（A
B
G
B
）,Eine
europäische
Privatrechtskodifikation,
B
and
I,
Entstehung
und
Entw
icklung
des
A
B
G
B
bis1900
,
V
on
W
ilhelm
B
rauneder,
D
uncker
&
H
um
blot,2014
,
S.109
.
ま
た
、
小
野
・
前
掲
注
（
23
）
三
一
〇－
三
一
一
頁
を
参
照
。
（
51
）C
om
m
entar
zum
allgem
einen
österreichischen
bürgerlichen
G
esetzbuche
sam
m
t
den
dazu
erflossenen
N
achtrags-V
erordnungen,
M
oritz
von
Stubenrauch,
Zw
eite
gänzlich
um
gearbeitete
A
uflage.
Zw
eiter
B
and.V
erlag
von
Friedrich
M
anz.1865
,
S.516
.
（
52
）D
as
allgem
eine
bürgerliche
G
esetzbuch
für
das
K
aiserthum
O
esterreich,
a.a.O
.
（Fn.20
）,S.364
.
（
53
）D
er
U
r＝
Entw
urf,
a.a.O
.
（Fn.24
）,S.C
X
L.
（
54
）V
gl.D
er
U
r＝
Entw
urf,
a.a.O
.
（Fn.25
）,S.236
.
（
55
）V
gl.D
er
U
r＝
Entw
urf,
a.a.O
.
（Fn.25
）,S.442
.
（
56
）D
er
U
r＝
Entw
urf,
a.a.O
.
（Fn.25
）,S.446
.
（
57
）D
er
U
r＝
Entw
urf,
a.a.O
.
（Fn.25
）,S.446
.
（
58
）D
er
U
r＝
Entw
urf,
a.a.O
.
（Fn.25
）,S.446
.
（
59
）A
B
G
B
Praxiskom
m
entar,
a.a.O
.
（Fn.21
）,S.1126
.
（
60
）V
gl.D
er
U
r＝
Entw
urf,
a.a.O
.
（Fn.25
）,S.811
.
（
61
）V
gl.D
er
U
r＝
Entw
urf,
a.a.O
.
（Fn.25
）,S.236
.
（
62
）V
gl.D
as
allgem
eine
bürgerliche
G
esetzbuch
für
das
K
aiserthum
O
esterreich,
a.a.O
.
（Fn.20
）,S.364
.
（
63
）C
om
m
entar
über
das
allgem
eine
bürgerliche
G
esetzbuch,
a.a.O
.
（Fn.36
）,S.88
.
（
64
）C
om
m
entar
über
das
allgem
eine
bürgerliche
G
esetzbuch,
a.a.O
.
（Fn.36
）,S.89
.
510
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
に
お
け
る
債
権
譲
渡
契
約
の
債
務
者
に
対
す
る
効
力
五
五
（
65
）C
om
m
entar
über
das
allgem
eine
bürgerliche
G
esetzbuch,
a.a.O
.
（Fn.36
）,S.87
.
（
66
）C
om
m
entar
über
das
allgem
eine
bürgerliche
G
esetzbuch,
a.a.O
.
（Fn.36
）,S.88
.
（
67
）V
gl.A
B
G
B
Praxiskom
m
entar,
a.a.O
.
（Fn.21
）,S.1126
.
（
68
）V
gl.A
B
G
B
Praxiskom
m
entar,
a.a.O
.
（Fn.21
）,S.1126
.
（
69
）
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
起
草
者Zeiller
以
外
の
法
律
家
も
、
こ
の
基
本
理
念
を
強
調
し
て
い
る
。V
gl.M
oritz,
a.a.O
.
（Fn.51
）,S.516
,
und
A
B
G
B
Praxiskom
m
entar,
a.a.O
.
（Fn.21
）,S.1132
.
（
70
）
拙
稿
「
民
法
四
六
七
条
と
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
（
二
・
完
）」
松
山
大
学
論
集
二
三
巻
四
号
（
二
〇
一
一
年
）
二
六
二－
二
六
三
頁
。
（
71
）
我
妻
栄
『
新
訂
債
権
総
論
』（
岩
波
書
店
、
一
九
六
四
年
）
五
一
六
頁
、
お
よ
び
奥
田
昌
道
『
債
権
総
論
』（
増
補
版
）（
悠
々
社
、
一
九
九
二
年
）
四
四
〇
頁
も
参
照
。
（
72
）
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
所
収
『
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
』（
日
本
学
術
振
興
会
版
）
二
二
巻
一
四
〇
丁
裏
（
コ
マ
番
号
は
143
／
189
）
を
参
照
。
（
73
）
な
お
、
拙
稿
「
異
議
を
と
ど
め
な
い
承
諾
の
再
解
釈
の
可
能
性
」
民
事
研
修
六
八
七
号
（
二
〇
一
四
年
）
二－
一
八
頁
を
参
照
。
松
山
大
学
論
集
第
三
十
巻
第
五－
一
号
五
六
509
